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大
阪
音
楽
大
学
の
創
立
者
、
永
井
幸

次
が
死
去
し
た
１
９
６
５
年
４
月
７
日

か
ら
数
え
て
２
０
１
０
年
は
没
後
４５
年

に
当
た
り
ま
す
。
永
井
は
５
歳
の
時
、

母
方
の
叔
父
か
ら
「
小
学
校
唱
歌
集
」

初
編
を
も
ら
い
、
７
歳
の
時
に
父
方
の

伯
父
か
ら
讃
美
歌
を
習
い
、
そ
し
て
１２

歳
の
時
、
初
め
て
オ
ル
ガ
ン
に
接
し
ま

し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
永
井
の
音

楽
の
素
地
は
幼
少
時
に
育
ま
れ
た
、
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
、１２
月
２３
、

２４
日
の
２
日
間
、
生
誕
地
の
鳥
取
市
で
、

永
井
ゆ
か
り
の
旧
池
田
藩
校
尚
徳
館
・

そ
の
官
舎
跡
、
源
太
夫
山
な
ど
各
所
を

訪
ね
ま
し
た
。
案
内
を
し
て
く
れ
た
の

は
鳥
取
市
史
（
音
楽
文
化
）
執
筆
委
員

の
鈴
木
恵
一
さ
ん
。�

　
【
わ
ら
べ
館
】
鈴
木
さ
ん
と
待
ち
合

わ
せ
た
「
わ
ら
べ
館
」
は
「
童
謡
・
唱

歌
の
ふ
る
さ
と
鳥
取
」
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

目
的
に
９５
年
７
月
オ
ー
プ
ン
。
１
階
の

童
謡
の
部
屋
で
は
鳥
取
の
音
楽
家
た
ち

と
題
し
永
井
を
は
じ
め
「
言
文
一
致
唱

歌
」
を
提
唱
し
た
田
村
虎
蔵
、「
ふ
る

さ
と
」
や
「
春
の
小
川
」
な
ど
の
名
曲

を
残
し
た
岡
野
貞
一
ら
の
業
績
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。�

�

伯
耆
で
親
し
ま
れ
た
永
井
の
曲�

　
永
井
の
項
に
は
学
生
時
代
の
写
真
、

大
阪
府
立
清
水
谷
高
等
女
学
校
で
の
授

業
、
開
校
当
時
の
大
阪
音
楽
学
校
の
校

舎
、
国
鉄
伯
耆
大
山
駅（
現
J
R
）の
ホ

ー
ム
で
撮
っ
た
演
奏
旅
行
で
の
写
真
な

ど
を
ち
り
ば
め
説
明
。
こ
の
中
で
、
学

校
の
演
奏
旅
行
は
「
大
正
６
年
に
始
ま

り
」
＝
７
　
参
照
＝
と
断
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
の
演
奏
旅
行
は
永
井

の
出
身
地
、
鳥
取
市
な
ど
因
幡
地
方
や

米
子
な
ど
伯
耆
地
方
に
も
出
か
け
て
い

ま
す
が
、鈴
木
さ
ん
は
「
永
井
先
生
が

作
曲
し
た
『
五
一
じ
い
さ
ん
』
が
伯
耆

地
方
で
よ
り
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
米

子
な
ど
伯
耆
地
方
に
よ
く
出
か
け
た
の

で
は
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
【
キ
リ
ス
ト
教
鳥
取
教
会
跡
】
１
８

８
５
年
（
明
治
１８
年
）
に
宣
教
師
タ
ル

カ
ッ
ト
女
史
（
神
戸
女
学
院
大
学
の
前

身
、
神
戸
ホ
ー
ム
設
立
者
の
１
人
）
が

来
鳥
＝
８６
年（
明
治
１９
年
）来
鳥
説
も
＝
。

同
年
、
元
魚
町
に
仮
講
義
所
（
鳥
取
教

会
の
前
身
）
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、

鹿
野
街
道
筋
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。�

�

オ
ル
ガ
ン
を
ほ
ぼ
独
占
し
練
習�

　
《
現
状
》
タ
ル
カ
ッ
ト
女
史
は
永
井

に
讃
美
歌
を
口
授
し
、
翌
年
春
に
は
米

国
製
の
オ
ル
ガ
ン
１
台
を
仮
講
義
所
に

届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
で
は
そ
の
仮
講

義
所
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
鈴
木
さ

ん
は
元
魚
町
だ
、
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
場
所
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
永
井
は
こ
の
仮
講
義
所
で
、
弾
く

者
が
い
な
い
オ
ル
ガ
ン
を
ほ
ぼ
独
占
し

讃
美
歌
「
見
渡
せ
ば
」
や
「
蛍
の
光
」

を
練
習
。
タ
ル
カ
ッ
ト
女
史
と
の
出
会

い
が
永
井
を
西
洋
音
楽
と
オ
ル
ガ
ン
演

奏
の
道
に
進
ま
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
教
会
は
９０
年
（
明
治

２３
年
）、
西
町
に
創
立
（
現
在
は
喫
茶

店
）
さ
れ
て
い
ま
す
。�

【
尚
徳
館
と
生
誕
地
】
永
井
は
１
８
７

４
年
（
明
治
７
年
）２
月
２１
日
、
士
族

の
子
弟
を
教
育
し
た
旧
藩
校
尚
徳
館
＝

７０
年
（
明
治
３
年
）
に
閉
鎖
＝
の
官
舎

で
生
ま
れ
た
、
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

永
井
の
父
脩
は
尚
徳
館
で
漢
籍
、
剣
道

の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。�

�

尚
徳
館
敷
地
に
生
誕
の
官
舎
？�

《
現
状
》
県
庁

前
に
尚
徳
館
記

碑
（
現
・
鳥
取

市
尚
徳
町
）
が

建
立
。
広
い
敷

地
に
は
県
立
公

文
書
館
、
県
立

図
書
館
、
と
り

ぎ
ん
文
化
会
館

が
建
っ
て
い
ま

す
。
生
誕
地
で

あ
る
官
舎
は
県
庁
前
か
ら
若
桜
街
道
を

西
へ
約
９０
　
の
西
町
バ
ス
停
付
近
な
ど

と
文
書
に
あ
り
ま
す
が
、
現
バ
ス
停
は

そ
の
場
所
に
な
く
、
碑
や
案
内
板
も
あ

り
ま
せ
ん
。
県
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
古
地
図
を
見
る
と
、
尚
徳
館
と

そ
の
周
辺
に
は
当
時
の
藩
士
や
家
老
屋

敷
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
官
舎
は
そ
の

中
の
ど
こ
か
に
存
在
し
た
と
見
ら
れ
ま

す
が
、「
官
舎
」
の
表
示
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
県
の
公
式
サ
イ
ト

の
生
誕
地
は
西
町
で
、
別
の
文
書
も
西

町
（
現
・
尚
徳
町
）
で
生
ま
れ
た
と
明

ペ
ー�

ジ�

メ
ー�

ト
ル�

げ
ん
　
だ
　
ゆ
う
や
ま�

わらべ館の永井幸次コーナー�

◯上は尚徳館記碑◯下は尚徳館の敷地に移築さ
れ師範学校の校門として利用された箕浦家
武家門�

永
井
幸
次
没
後
４５
年
�

宣
教
師
と
運
命
的
出
会
い
�

音楽の素地育んだ�
生誕地・鳥取市ルポ�
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記
さ
れ
て
お
り
、
官
舎
は
尚
徳
館
の
敷

地
内
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。�

 
【
永
井
建
立
の
墓
碑
】
鳥
取
市
の
東

北
の
源
太
夫
山
（
標
高
１
８
９
　
）
中

腹
に
、
永
井
が
１
９
０
５
年
（
明
治
３８

年
）
に
建
て
た
父
脩
、
弟
脩
造
と
次
男

直
（
永
井
譲
・
元
学
長
の
父
）
ら
の
名

前
の
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。
墓
誌
銘
は
父

の
友
人
で
国
学
者
の
田
中
尚
に
依
頼
、

文
字
は
永
井
の
自
筆
で
す
。�

�

山
に
残
る
父
や
弟
の
墓
碑
３
基�

　
《
現
状
》
旧
池
田
藩
の
本
草
学
者
、

「
平
田
眠
翁
之
墓
」
と
彫
ら
れ
た
石
柱

を
通
り
越
し
、
残
雪
と
枯
葉
が
積
も
っ

た
山
道
を
一
歩
ま
た
一
歩
。
濡
れ
落
ち

葉
で
ぬ
か
る
む
小
道
を
何
度
も
滑
り
落

ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
進
む
と
、
途
中

で
二
手
に
分
か
れ
、
左
側
に
進
路
を
取

る
と
自
然
石
で
「
従
八
位
勳
八
等
永
井

脩
之
墓
」
と
彫
ら
れ
た
父
と
戦
死
し
た

弟
脩
造
の
墓
。
そ
の
左
側
に
あ
る
「
永

井
家
之
墓
」
の
裏
面
に
は
、
建
立
者
の

幸
次
と
１
９
３
５
年
（
昭
和
１０
年
）
に

死
亡
し
た
直
ら
計
６
人
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
碑
は
同
年
以
降
に
建

立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
【
荒
尾
駿
河
守
邸
宅
跡
】
父
の
脩
は

尚
徳
館
閉
鎖
か
ら
３
年
後
、
県
学
務
課

に
任
官
。
永
井
が
３
歳
の
時
、
父
が
同

じ
西
町
に
購
入
し
た
旧
藩
家
老
の
荒
尾

駿
河
守
邸
宅
に
移
り
住
み
ま
し
た
。�

　
《
現
状
》
駿
河
守
邸
跡
は
永
井
が
入

学
し
た
醇
風
小
学
校
の
道
路
を
挟
ん
だ

斜
め
向
か
い
側
で
、
現
在
は
住
宅
地
。�

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
開
館
２０
周
年
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
コ
ン
サ
ー
ト
オ
ペ
ラ

「
蝶
々
夫
人
」
。
そ
こ
で
主
役
を
演
じ
る
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、
卒
業
生
の
並
河
寿
美
さ
ん

に
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。�

―
―
「
蝶
々
夫
人
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
を�

　
蝶
々
さ
ん
は
、
私
が
今
ま
で
演
じ
た

オ
ペ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
は
と

て
も
若
く
、
幕
が
開
い
た
時
は
１５
歳
。

一
番
幸
せ
で
、
輝
い
て
い
る
頂
点
か
ら

始
ま
り
、
最
後
は
一
番
辛
い
決
断
を
す

る
。
わ
ず
か
３
年
の
間
に
波
瀾
万
丈
の

人
生
を
生
き
切
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
で
、
武

家
の
魂
を
最
後
ま
で
持
ち
続
け
た
こ
と

が
、
悲
劇
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。�

―
―
役
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は�

　
「
蝶
々
夫

人
」
の
音
楽

は
、
プ
ッ
チ

ー
ニ
と
い
う

イ
タ
リ
ア
の

作
曲
家
の
、

ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
で
、
と
て

も
オ
ー
プ
ン

に
感
情
を
表
す
よ
う
作
ら
れ
た
西
洋
音

楽
。
で
も
蝶
々
さ
ん
は
奥
ゆ
か
し
く
、

つ
つ
ま
し
や
か
な
日
本
女
性
。
音
楽
と

演
技
、
正
反
対
な
表
現
を
要
求
さ
れ
る

場
面
で
ど
う
し
て
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ

ま
す
が
、
そ
の
時
い
か
に
不
自
然
に
な

ら
な
い
よ
う
表
現
す
る
か
、
一
番
気
を

つ
か
う
と
こ
ろ
で
す
。�

―
―
母
校
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
へ
の
出
演
は�

　
自
分
の
出
身
校
の
舞
台
に
立
つ
の
は
、

実
は
と
て
も
緊
張
し
ま
す
。
幸
い
共
演

者
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
今
ま
で
に
ご

一
緒
し
た
方
が
多
く
、
お
互
い
知
り
合

っ
て
い
る
か
ら
集
中
し
て
稽
古
が
で
き

る
と
い
う
い
い
面
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
オ
ペ
ラ
は
、
衣
装
を
つ

け
動
き
も
入
る
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
歌

手
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。�

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
務
部
門
は
現
在

入
試
に
関
す
る
質
問
・
相
談
の
窓
口
名

称
が
、
受
験
生
向
け
に
は
「
入
試
広
報

デ
ス
ク
」
、
高
等
学
校
向
け
に
は
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
「
入
試

セ
ン
タ
ー
」
に
統
一
し
ま
す
。
窓
口
を

一
本
化
し
、
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
変

更
す
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
な
「
入
試

セ
ン
タ
ー
」
を
め
ざ
し
ま
す
。�

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
受
験
講
座
、

到
達
度
テ
ス
ト
や
入
試
、
入
学
後
の
質

問
、
相
談
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓

口
で
解
決
し
ま
す
！
　
ス
タ
ッ
フ
が
親

身
に
な
っ
て
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

メ
ー�

ト
ル�

げ
ん
　
だ
　
ゆ
う
や
ま�

山の中腹に残る３基の墓を指差す�
鈴木恵一さん�

立ち稽古初日　左から田中勉教授、�
並河寿美さん、田中友輝子さん�

永
井
が
建
立
し
た
右
が
父
親
、左
が
弟
の
墓�

源太夫山からみた鳥取市街地�

永
井
が
通
学
し
た
醇
風
小
学
校
。

斜
め
向
か
い
に
永
井
が
移
り
住

ん
だ
家
老
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。�

旬
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ

並
河
さ
ん
に
聞
く
「
蝶
々
夫
人
」�

４月から「入試センター」に�
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OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

３月・４月� の 催 し �

３月６日（土）１８時　ザ・シンフォニーホール�
入場料　１０００円　指定席�

【チケット取扱い】�
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９（自動音声対応）　Ｐコード３４１-５８８�
ABCチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内窓口受付のみ）�
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２�

指揮　北野徹　丸谷明夫�

演奏　大阪音楽大学吹奏楽団�
第１部（指揮　北野徹）�

D.マスランカ：交響曲　第５番�
第２部（指揮　丸谷明夫）�

A.リード：アルメニアン・ダンス・パート１�
ワールド・マーチ・コレクションより�
J.P.スーザ：エル・キャピタン　ほか�
第３部（指揮　北野徹）�

２０１０年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より�
M.ラヴェル（高昌帥編曲）：「ダフニスとクロエ」第２組曲�
　合唱　大阪音楽大学合唱団　合唱指導　里井宏次�

■大阪音楽大学コンサート・センターでは、演奏会開催日（本学内
開催）は、開演時刻まで窓口取扱時間を延長し、他公演の入場券
の販売、発券を行います。これに伴い、演奏会場内での入場券の
販売、発券はいたしません。コンサート・センター窓口でお求め
ください。�

■本年度から本学学生出演の演奏会が一部有料になります。各演奏
会の詳細とともにご案内いたします。�

■電話、Fax、はがき、大学ホームページ等で入場券をお申し込み
になり、郵送で受け取りご希望の場合、代金の振込手数料、送料
はお客様のご負担となります。また、本学主催演奏会の「ご案内
チラシ」のみ郵送ご希望の方も送料をご負担いただきます。詳し
くは電話でお問い合わせください。�
［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５  豊中市庄内幸町１-１-８�

1０６-６３３４-２２４２　Fax０６-６３３４-２１６４�

コンサート・センターからお知らせ�

�

大阪音楽大学�
第41回吹奏楽演奏会�

２月２８日（日）１４時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
　　入場料　１０００円�
指揮　小野川昭博�
演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�
R.ガランテ：レイズ・オブ・ザ・サン�
２０１０年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より�
真島俊夫：三つのジャポニスム　�
L.バーンスタイン（編曲／P.ラヴェンダー）�
　「ウエストサイドストーリー」より　シンフォニックダンス�

大阪音楽大学短期大学部第１５回吹奏楽演奏会�

３月１０日（水）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
　　入場料　１０００円�
指揮　上塚憲一�
演奏　大阪音楽大学大学院/専攻科/大学/短期大学部弦

楽器専攻生�
E.グリーク：組曲「ホルベアの時代から」　作品２０�
A.ヴィヴァルディ：協奏曲集「調和の霊感」より�
　４つのヴァイオリンとチェロのための協奏曲　ヘ長調　作品３の７�
G.Ph.テレマン：「食卓の音楽」第２集より�
　３つのヴァイオリンのための協奏曲　ヘ長調　TWV５３:F１�
F.シューベルト（G.マーラー編曲）：弦楽四重奏曲　第１４番
　ニ短調　D８１０（「死と乙女」）�

第７回　ザ・ストリング・コンサート�大阪音楽大学�
大阪音楽大学短期大学部�

３月１５日（月）１８時　第一夜�
　　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場無料　要整理券�
３月１６日（火）１８時　第二夜�
　　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場無料　要整理券�
　　出演　大阪音楽大学短期大学部選抜学生�

大阪音楽大学短期大学部２００９年度 卒業演奏会�

３月１７日（水）１８時　第一夜�
　　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場無料　要整理券�
３月１８日（木）１８時　第二夜�
　　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場無料　要整理券�
　　出演　大阪音楽大学選抜学生�

大阪音楽大学２００９年度 卒業演奏会�

３月２３日（火）１８時　ミレニアムホール　入場料　１０００円�
　　企画／演奏　大阪音楽大学大学院生�

大学院演奏会�

３月５日（金）�
１８時３０分�

３月６日（土）�
１８時�

３月７日（日）�
１４時�

３月９日（火）�
１８時３０分�

３月１０日（水）�
１８時�

３月１３日（土）�
１７時�

３月１４日（日）�
１４時�

３月１５日（月）�
１８時　�

３月１６日（火）�
１８時�

３月１７日（水）�
１８時�

３月１８日（木）�
１８時�

３月２０日（土）�
１４時�

３月２３日（火）�
１８時�

３月３０日（火）�
１９時�

４月１０日（土）�
１７時�

畑中良輔特別講座（第５回振替）「戦中より戦後へ」�
MH  講師  畑中良輔　演奏　藤原未佳子　木村孝夫　中村展子�

大阪音楽大学第４１回吹奏楽演奏会�
ザ・シンフォニーホール　出演　大阪音楽大学吹奏楽団�

第１３回コンサート・オペラ「蝶々夫人」�
OH  出演  並河寿美　田中友輝子　小餅谷哲男　田中勉　ほか�

オペラ物知り講座「この人でこのオペラ！石橋栄実さんの場合」�
MH  講師  中村敬一　演奏　石橋栄実�

第７回ザ・ストリング・コンサート�
OH　出演　大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部
弦楽器専攻生�

Daionコンサート　夕映えの海とともに ATC南港サン
セットホール　出演　田中一也　中村一廣　今中千絵�

第３回オペラ物知り講座 in ひこね�
ひこね市文化プラザ　講師　中村敬一　演奏　並河
寿美　諏訪部匡司　時宗務　林育子�

大阪音楽大学短期大学部２００９年度卒業演奏会　第一夜�
OH　出演　大阪音楽大学短期大学部選抜学生�

大阪音楽大学短期大学部２００９年度卒業演奏会　第二夜�
ＯＨ　出演　大阪音楽大学短期大学部選抜学生�

大阪音楽大学２００９年度卒業演奏会　第一夜�
ＯＨ　出演　大阪音楽大学選抜学生�

大阪音楽大学２００９年度卒業演奏会　第二夜�
ＯＨ　出演　大阪音楽大学選抜学生�

第２８回ミュージアムセミナー「モンゴルの風にのせて」�
音楽博物館　お話　西岡信雄　演奏　モンゴル民族ア
ンサンブル「モンゴル・アヤルグー」�

大学院演奏会�
ＭＨ　出演　大阪音楽大学大学院生�

オペラハウス第２４回推薦コンサート�
ＯＨ　出演　下岡万佑子　田中郷子　加藤哲子�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール  出演  木村貴子　關口康�

�
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Co l l ege　In forma t i on

開館２０周年記念　第１３回コンサート・オペラ�
ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 第44回定期演奏会�

G.プッチーニ「蝶々夫人」（演奏会形式　原語上演　字幕付）�
３月７日（日）１４時　指定席�
入場料　一般５０００円　シルバー/本学学生の家族/幸楽会会員/�
　　　　付属音楽院会員４０００円　高校生以下２０００円�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

指揮　チャン・ユンスン　演出　藪川直子�
◆キャスト◆�
蝶々夫人 並河寿美 スズキ 田中友輝子�
ピンカートン 小餅谷哲男 シャープレス 田中勉　�
ゴロー 清原邦仁 ヤマドリ、ボンゾ 澤井宏仁�
神官 西田昭広 ケート 内藤里美�
　　　合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
　　　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

大阪音楽大学出張講座�
オペラ物知り講座 in ひこね vol.３�

『蝶々夫人』�
３月１４日（日）１４時　ひこね市文化プラザ　エコーホール�
前売１５００円　当日２０００円　自由席�
［チケット取扱い］ひこね市文化プラザチケットセンター　1０７４９-２７-５２００�
構成・お話　中村敬一�
キャスト　並河寿美　諏訪部匡司　時宗務　林育子　�
ピアノ　矢崎真理　飯川弓恵�

大阪音楽大学　音楽博物館 第２８回ミュージアム・セミナー�
「モンゴルの風にのせて」�

３月２０日（土）１４時　音楽博物館�
お話　大阪音楽大学名誉教授　西岡信雄�
演奏　モンゴル民族アンサンブル「モンゴル・アヤルグー」�
　中央アジアのモンゴルで、自然を敬い共に生きる人々の間には、広大な草原を響き渡る
独特な音楽が生まれ、伝承されてきました。今回はモンゴル国立文化芸術大学出身の精
鋭で編成された民族アンサンブル「モンゴル・アヤルグー」が、こぶしをきかせて歌うオルテ
ィン・ドーや高低２つの音を同時に歌うホーミーなど、モンゴル独自の民族音楽を披露します。�

入場料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
おことわり　前号でお知らせしたとおり、当初予定していた「ウイグルの

歌舞」が出演者の都合で中止になり、かわって「モンゴル
の風にのせて」を開催することになりました。�

＜申し込み・問い合わせ＞音楽博物館�
1０６-６８６８-１５０９　FAX０６-６８６５-１２２１�

第３８回　ミレニアムホール特別講座�
『ショパンのふるさとは、やはりポーランド』�

２月２７日（土）１４時　ミレニアムホール�
講師　日下部 吉彦　演奏　ピアノ　岸本雅美�
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
　ピアノの詩人ショパン。ワルシャワを出て、パリで活躍した彼の魂は、やは
り祖国ポーランドにありました。マズルカ、ポロネーズ、ノクターン…珠玉のピ
アノ作品をお楽しみください。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

サテライト・マスタークラス�
合唱指揮者コース　オープン講座�

「日本語を歌う」�
２月２８日（日）１３時～１６時　ミレニアムホール�
受講料　１０００円　高校生以下５００円�
　現在最も活躍する女性作曲家で、優れた合唱作品を次 と々発表する木
下牧子さんを講師に迎え、ザ・タロー・シンガーズが日本語の歌の真髄をお
届けします。�
講師　木下牧子　里井宏次　演奏　ザ・タロー・シンガーズ�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２４９　FAX０６-６３３４-２５４２�

畑中良輔特別講座�
日本歌曲　１００年の歩みを辿って�

第５回振替　３月５日（金）１８時３０分�
「戦中より戦後へ」箕作秋吉　清瀬保二　　田三郎�
講師　畑中良輔　演奏　藤原未佳子　木村孝夫　中村展子�
受講料　２０００円（学生１０００円）　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２４９　FAX０６-６３３４-２５４２�

オペラ物知り講座�
第４回　この人でこのオペラ！「石橋栄実さんの場合」�
３月９日（火）１８時３０分　ミレニアムホール�
　　講師　中村敬一�
　　演奏　ソプラノ 石橋栄実 ピアノ 矢崎真理 西尾麻貴�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

並河寿美� 田中勉�小餅谷哲男�田中友輝子�

　ザ・カレッジ・オペラハウス開館20周年記念公演の最後を飾るのは、日本女性が主
役のオペラ「蝶々夫人」です。ザ・カレッジ・オペラハウスでは95年に「春のオペラ　
プッチーニ・シリーズ」で初めて「蝶々夫人」を上演。当時スズキを歌った田中友輝子
さん、ピンカートンの小餅谷哲男講師、シャープレスの田中勉教授や、ボンゾの澤井宏
仁講師が今回も出演し、一段と円熟味を増した歌唱を聴かせます。そして可憐で、
ひたむきで、潔い蝶々夫人を歌うのは、今最も旬のプリマドンナ、並河寿美さん。「あ
る晴れた日に」「花の二重唱」…ドラマを彩る哀しくも美しい名歌をお楽しみください。�

ザ・カレッジ・オペラハウス 第２４回推薦コンサート２００９�

２０世紀の歌曲～２１世紀へのメッセージ�
３月３０日（火）１９時　指定席�
入場料　一般２０００円　シルバー/本学学生の家族/幸楽会会員/�
　　　　付属音楽院会員/小・中・高校生１０００円�
ソプラノ　下岡万佑子　田中郷子　ピアノ　加藤哲子�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
林　光：四つの夕暮の歌�
松村禎三：貧しき信徒�
ハインツ・ホリガー：ピアノのための３つの夜想曲「エリス」�

ソプラノとピアノのための４つのバガテル�
「村のモティーフ」�

柴田南雄：優しき歌�
ジョージ・クラム：ソプラノと拡張されたピアノのためのエレ�

ジー「出現」�

下岡万佑子� 加藤哲子�田中郷子�

　ヨーロッパ、中東、東南アジアで広く音楽活動を展開する田中
郷子さん、邦人作品を研究し、多様な舞台活動を行う下岡万佑子
さん、８年間ヨーロッパで研鑚を積み、現代音楽の動向を敏感にキ
ャッチする加藤哲子さん。20世紀最後の4年間を本学で過ごした
若き音楽家３人が、急激なグローバル化、伝統的な価値観の崩壊
の中、柔軟な発想で新たな芸術を生み出し、20世紀末を生きた音
楽家たちのメッセージを、歌曲を通して発信します。�
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教
育
一
筋 

退
職
４
教
授
が
寄
稿�

　
真
下
剛
、
谷
川
勝
己
、
茨
木
節
子
、
鹿

島
正
昭
の
４
教
授
が
３
月
３１
日
付
で
退
職

さ
れ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
教
育
に
携
わ

っ
て
き
た
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
深
井

碩
章
教
授
も
退
任
さ
れ
ま
す
。�

　
今
、
４０
年
近
く
学
生
た
ち
と
共
に
歴

史
を
学
べ
た
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
専
門
の
勉
強
に

熱
心
な
学
生
は
西
洋

史
に
も
熱
心
で
し
た
。�

　
歴
史
を
縁
遠
い
と

感
じ
る
学
生
た
ち
に
は
、
も
し
邦
楽
を

学
ぶ
外
国
人
が
日
本
の
歴
史
（
文
化
を

含
む
）
に
無
関
心
だ
と
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
と
問
い
か
け
た
り
、
小
澤
征
爾
氏

の
文
化
勲
章
受
章
時
の
言
葉
、「
ま
だ

ま
だ
私
は
東
洋
人
が
西
洋
音
楽
を
ど
こ

ま
で
理
解
で
き
、
表
現
で
き
る
か
、
と

い
う
実
験
を
続
け
て
お
り
ま
す
」
を
紹

介
し
た
り
し
ま
し
た
。�

　
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
西
洋
史
が
、

少
し
で
も
専
門
の
基
礎
と
し
て
役
立
っ

て
い
る
な
ら
、
そ
し
て
「
西
洋
と
い
う

異
な
る
世
界
の
歴
史
を
学
び
、
人
間
と

社
会
に
つ
い
て
広
い
視
野
と
深
い
理
解

を
得
る
」
と
い
う
私
の
最
終
目
標
が
わ

ず
か
で
も
達
成
で
き
た
な
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。�

　
期
待
と
希
望
を
胸
に
抱
い
て
入
学
し
、

上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機
の
大
騒
音
に
中
断

さ
れ
な
が
ら
学
ん
だ

半
世
紀
前
の
木
造
校

舎
は
、
今
や
防
音
と

空
調
設
備
の
あ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
に
変
わ
り
、
各

教
室
に
は
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。�

　
全
専
攻
生
を
対
象
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
な
ど
で
演
奏
で
き

る
様
々
な
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

試
み
が
い
の
あ
る
機
会
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
方
面
で
立
派
に
活
躍
を
し

て
い
る
卒
業
生
も
多
く
、
就
活
に
向
け

て
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
う
ら
や
ま

し
い
限
り
の
環
境
で
育
つ
在
校
生
諸
君
、

勇
気
と
希
望
を
持
っ
て
高
い
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
る
た
め
、
日
々
、
心
技
体
を
鍛

え
磨
い
て
「
世
界
で
一
つ
だ
け
の
花
」

を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
！�

　
ご
指
導
頂
い
た
恩
師
た
ち
へ
感
謝
を

捧
げ
つ
つ
、
残
り
半
生
を
音
楽
と
猫
た

ち
を
愛
し
て
参
り
ま
す
。�

　
１
９
６
０
年
、
大
阪
音
楽
大
学
付
属

音
楽
高
等
学
校
に
入
学
以
来
、
５０
年
の

歳
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
７０
年
に
付
属
音

楽
高
等
学
校
教
諭
、

音
楽
大
学
非
常
勤
講

師
と
し
て
庄
内
の
地
に
勤
務
し
始
め
、

ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　
ま
だ
、
任
期
を
３
年
残
し
て
い
ま
す

が
、
任
務
を
果
た
せ
た
満
足
感
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
本
学
の
発
展
期
、
隆
盛
期

を
目
の
当
た
り
に
し
て
過
ご
せ
て
こ
ら

れ
た
の
は
本
当
に
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

ま
た
、
音
楽
家
の
憧
れ
で
あ
る
ザ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
柿
落
と
し

公
演
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
に
出
演
出

来
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。�

　
大
学
は
今
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
中
村
孝
義
理
事
長
・
学
長
を
先

頭
に
一
致
団
結
し
て
、
こ
の
難
し
い
時

期
を
乗
り
越
え
て
今
後
も
関
西
、
い
や

日
本
の
音
楽
界
に
お
け
る
本
学
の
存
在

感
を
誇
示
し
続
け
る
も
の
と
確
信
し
、

そ
の
発
展
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
私
は
４２
年
ほ
ど
前
に
大
阪
音
楽
大
学

の
教
員
と
し
て
、
初
め
て
教
壇
に
立
ち

ま
し
た
。
当
時
、
日

本
の
音
楽
社
会
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
「
ソ

ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
旋
風
」

が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

特
段
に
優
れ
た
技
術
や
経
験
は
具
え
て

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
、
そ

ん
な
追
い
風
に
乗
っ
て
東
京
か
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。�

　
当
初
は
不
慣
れ
な
関
西
の
風
土
や
大

学
組
織
の
中
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
自
由
な
感
性
に
あ
ふ
れ

る
学
生
た
ち
に
接
す
る
授
業
は
活
力
の

素
と
な
り
、
大
い
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
し
た
。
本
学
の
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教

育
の
成
り
立
ち
に
深
く
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
た
か

ど
う
か
、
反
省
点
も
多
く
抱
え
て
い
ま

す
。�

　
目
前
に
待
ち
受
け
る
新
し
い
旅
路
に

夢
を
馳
せ
な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
心
か
ら

の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
さ
よ
う

な
ら
。�

真
下
　
　
剛
教
授

真
下
　
　
剛
教
授�

西

洋

史

�
真
下
　
　
剛
教
授�

茨
木
　
節
子
教
授

茨
木
　
節
子
教
授�

ピ

ア

ノ

�

茨
木
　
節
子
教
授�

谷
川
　
勝
己
教
授

谷
川
　
勝
己
教
授�

声
　
　
楽�

谷
川
　
勝
己
教
授�

鹿
島
　
正
昭
教
授

鹿
島
　
正
昭
教
授�

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ�

鹿
島
　
正
昭
教
授�
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大
阪
音
楽
学
校
恒
例
の
演
奏
旅
行
は

開
校
翌
年
の
１
９
１
６
年（
大
正
５
年
）

か
、
１７
年
ご
ろ
、
校
長
永
井
幸
次
の
故

郷
・
鳥
取
へ
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
写
真
　
の
「
は
う
き

だ
い
せ
ん
」、
つ
ま
り
伯
耆
大
山
駅
は

大
正
５
年
に
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
旅
行
は
教
員

や
生
徒
の
慰
労
を
兼
ね
、
近
畿
や
四
国
、

九
州
へ
も
足
を
の
ば
し
、
西
洋
音
楽
に

触
れ
る
機
会
の
少
な
い
地
域
に
刺
激
を

与
え
、
学
校
を
ア
ピ
ー
ル
。
半
面
、
演

奏
会
が
不
入
り
で
、
帰
り
の
汽
車
賃
も

出
な
か
っ
た
り
、
急
病
で
深
夜
に
薬
局

を
叩
き
起
こ
し
た
り
と
、
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
起
き
ま
し
た
。
　
　（
文
中
敬
称
略
）�

　
鳥
取
旅
行
の
写
真
を
見
る
と
、
写
真

　
の
１
枚
は
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
山
陰
本

線
の
伯
耆
大
山
駅
ホ
ー
ム
跨
線
橋
の
下

に
２５
人
が
整
列
。
う
ち
１３
人
が
男
性
で
、

女
性
は
洋
装
の
一
人
を
除
き
、
そ
ろ
っ

て
着
物
に
ス
ト
ー
ル
姿
。
　
の
１
枚
は

公
共
施
設
の
広
場
で
、
同
じ
人
物
が
写

り
、
中
央
部
に
は
「
大
阪
音
樂
學
校
山

陰
演
奏
會
　
大
演
奏
會
場
　
本
日
午
后

二
時
―
」
の
看
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。

伯
耆
大
山
駅
は
１７
年
（
大
正
６
年
）
５

月
１
日
か
ら
そ
れ
ま
で
大
山
駅
だ
っ
た

名
称
を
変
更
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
写

真
は
同
年
５
月
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
す
。
演
奏
旅
行
は
鳥
取
が
最
初
な

ら
、
わ
ら
べ
館
の
記
述
通
り
、「
大
正

６
年
」
の
可
能
性
が
大
で
、
装
束
か
ら

晩
秋
か
初
冬
と
推
測
さ
れ
ま
す
。�

　
演
奏
旅
行
は
校
長
の
永
井
が
算
段
し

て
毎
年
秋
に
催
し
、
生
徒
に
は
費
用
を

負
担
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

２９
年
（
昭
和
４
年
）
１２
月
１１
日
か
ら
４

泊
５
日
の
北
九
州
旅
行
で
異
変
が
起
き

ま
し
た
。
一
行
は
永
井
潔
（
幸
次
の
長

男
）、
長
井
斉
（
幸
次
の
長
女
義
の
夫
）

ら
教
員
７
人
、
生
徒
７１
人
で
、
八
幡
、

門
司
、
小
倉
を
回
り
ま
し
た
。�

　
「
時
期
が
遅
か
っ
た
こ
と
、
先
方
の

宣
伝
不
足
と
雨
に
た
た
ら
れ
、
聴
衆
の

入
り
が
悪
く
経
済
的
に
失
敗
だ
っ
た
」

と
は
同
行
し
た
生
徒
の
リ
ポ
ー
ト
。
小

倉
で
は
報
酬
ど
こ
ろ
か
、
経
費
さ
え
払

っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
雨
の
中

を
主
催
者
の
自
宅

へ
出
か
け
売
上
金

を
受
け
取
っ
た
長

井
も
、
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。「
少
な

す
ぎ
て
大
阪
に
帰

ろ
う
に
も
こ
れ
で

は
帰
れ
な
い
。
主

催
者
が
一
個
人
だ

っ
た
こ
と
が
不
始

末
の
最
大
の
原
因
。

そ
の
人
の
人
柄
と
、

は
る
ば
る
北
九
州

か
ら
学
校
へ
来
訪

し
て
の
熱
心
な
交

渉
だ
っ
た
の
で
、

校
長
は
じ
め
私
ど
も
も
大
い
に
好
感
と

信
頼
を
寄
せ
た
の
が
裏
目
に
出
た
」�

　
校
長
の
永
井
に
急
報
電
話
を
か
け
、

電
報
為
替
で
旅
費
を
急
送
し
て
も
ら
い
、

一
行
は
翌
日
無
事
？
　
大
阪
駅
に
到
着
。

駅
ま
で
迎
え
た
校
長
の
永
井
は
い
つ
も

と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
表
情
で
、「
み
ん

な
無
事
で
帰
れ
て
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

た
」。
長
井
は
「
校
長
の
慰
め
の
言
葉

を
聞
い
て
、
思
わ
ず
涙
が
吹
き
出
す
よ

う
に
こ
ぼ
れ
た
」
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。�

　
和
歌
山
県
新
宮
市
の
高
等
女
学
校
か

ら
依
頼
さ
れ
、
大
阪
音
楽
学
校
が
出
張

演
奏
し
た
時
の
長
井
の
記
述
。
「
国
鉄

紀
勢
西
線
（
現
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
）
が
和

歌
山
県
・
田
辺
ま
で
し
か
開
通
し
て
い

な
い
３０
年
（
昭
和
５
年
）
か
、
３１
年
ご

ろ
の
こ
と
（
和
歌
山
ー
紀
伊
木
本
＝
現

熊
野
市
駅
＝
全
線
開
通
は
４０
年
）。
新

宮
へ
は
田
辺
か
ら
海
路
を
利
用
。
乗
船

場
に
は
６０
人
が
精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
モ

ー
タ
ー
付
の
和
船
が
あ
る
だ
け
で
し
た
」�

　
「
一
行
は
、
波
が
高
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
紀
淡
海
峡
や
熊
野
灘
を
小
船
で
通

る
の
か
、
と
思
う
と
不
安
で
、
不
安
で
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
は
『
天
気
晴
朗
に

し
て
波
静
か
』。
帰
航
も
同
様
に
平
穏

無
事
だ
っ
た
こ
と
は
全
く
奇
跡
に
近
い

と
い
う
か
、
天
恵
と
い
お
う
か
、
不
思

議
に
思
え
て
な
ら
な
い
」�

　
奈
良
県
・
御
所
へ
の
一
泊
旅
行
で
は
、

あ
る
先
生
が
真
夜
中
の
午
前
２
時
す
ぎ
、

ひ
ど
い
喘
息
を
起
こ
し
、
生
徒
が
薬
局

を
た
た
き
起
こ
し
て
薬
を
買
い
求
め
、

よ
う
や
く
納
ま
り
ま
し
た
。
京
都
府
・

舞
鶴
か
ら
福
井
県
・
敦
賀
に
移
動
す
る

途
中
、
列
車
に
飛
び
乗
っ
た
先
生
が
、

反
対
方
向
に
行
く
列
車
と
分
か
り
、
走

行
中
に
飛
び
降
り
て
顔
に
大
け
が
を
し

た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。�

上�○�

上�○�
下�○�

〈１１〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

◯上伯耆大山駅のホームで。◯下は学校か役場をバックに。上の写真と
同じ顔ぶれ�

真
下
　
　
剛
教
授�

茨
木
　
節
子
教
授�

谷
川
　
勝
己
教
授�

鹿
島
　
正
昭
教
授�

赤
字
の
九
州 

汽
車
賃
出
ず�

最初の鳥取は大正６年？�

演奏旅行あれこれ�
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「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習
」
「
民

族
音
楽
学
」
合
同
の
学
外
授
業
と
し
て
、

１２
月
１５
日
、
豊
中
市
の
西
福
寺
で
学
生

が
企
画
す
る
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
「
扇
松

葉
の
寺
院
で
き
く
虚
空
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
発
案
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

演
習
生
の
京
谷
政
樹
さ
ん
（
大
２
・
音

楽
学
）。
世
界
的
に
活
躍
す
る
尺
八
奏

者
、
田
嶋
直
士
講
師
へ
の
演
奏
依
頼
か

ら
会
場
選
び
、
ポ
ス
タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
ま
で
、
担
当
の
井
口
淳
子
教

授
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、学
生
た
ち
が

協
力
し
て
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
当
日

は
京
谷
さ
ん
、
橋
垣
亮
佑
さ
ん
（
大
２
・

同
）、
村
尾
都
さ
ん
（
大
３
・
同
）、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
織
田
優
子
さ
ん
が
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
模
様
を
映
像
や
写
真
で
記

録
し
た
ほ
か
、

来
場
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
昨
年
５
月
に
行
わ
れ
た
本
学
の
公
開

講
座
「
古
今
東
西
音
楽
考
」
で
田
嶋
講

師
の
尺
八
の
演
奏
に
ふ
れ
、
音
楽
の
大

き
さ
、
圧
倒
的
な
存
在
感
に
衝
撃
を
受

け
た
京
谷
さ
ん
。
「
こ
の
音
楽
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
聴
い
て
ほ
し
い
」
と
演

習
生
た
ち
に
呼
び
か
け
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
計
画
。
最
初
は
学
生
を
対
象
に
ミ
レ

ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
く
つ
も
り
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
日
程
が
と
れ
ず
、
「
そ

れ
な
ら
大
学
を
飛
び
出
し
、
地
域
と
つ

な
が
り
が
持
て
る
場
に
飛
び
込
も
う
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
で
あ

る
お
寺
な
ら
、
仏
教
と
縁
の
深
い
尺
八

に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
ア
イ
デ
ア
が
ふ
く

ら
み
ま
し
た
。�

　
西
福
寺
は
約
７
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
浄
土
真
宗
の
由

緒
あ
る
寺
院
。
江

戸
時
代
に
裕
福
な

檀
家
が
支
援
し
た

伊
藤
若
冲
の
襖
絵

を
有
し
、
庭
一
面

に
広
が
る
扇
松
の
緑
が
冬
も
美
し
く
、

日
頃
か
ら
文
化
活
動
に
熱
心
な
榎
原
清

了
住
職
の
ご
好
意
で
、
念
願
の
尺
八
コ

ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。�

　
当
日
の
催
し
は
節
談
説
教
と
尺
八
演

奏
の
二
本
立
て
。
欄
間
を
彩
る
天
女
の

彫
刻
が
た
お
や
か
な
本
堂
に
し
つ
ら
え

た
高
座
で
、
正
安
寺
住
職
の
畠
山
信
龍

さ
ん
が
節
談
説
教
「
真
実
の
母
の
姿
」

を
説
き
、
檀
家
の
み
な
さ
ん
を
ほ
ろ
り

と
さ
せ
ま
し
た
。
続
い
て
井
口
教
授
が

直
簫
流
宗
家
の
田
嶋
直
士
講
師
を
紹
介
。

田
嶋
講
師
は
「
尺
八
は
あ
ら
ゆ
る
音
楽

に
対
応
で
き
る
可
能
性
の
大
き
な
楽
器

で
す
が
、
原
点
は
虚
無
僧
が
修
行
の
た

め
に
吹
い
た
も
の
。
尺
八
の
本
曲
は
、

集
中
力
を
高
め
、
精
神
的
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
高
い
状
態
で
演
奏
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
、
り
ん
と
張
り
つ
め
た
空
気
の
中
、

尺
八
の
古
典
本
曲
「
打
破
の
曲
」「
産
安
」

「
虚
空
」「
鶴
の
巣
籠
り
」
を
、
数
種

の
尺
八
を
持
ち
替
え
て
演
奏
し
ま
し
た
。

人
々
の
信
仰
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
寺

の
本
堂
に
、
深
く
、
鋭
く
、
霊
妙
に
響

き
渡
る
尺
八
の
音
は
、
一
瞬
に
し
て
場

を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
空
間
に
浄
化
。�

　
「
田
嶋
先
生
の
演
奏
は
、『
古
今
東
西
』

の
時
の
演
奏
と
は
全
く
違
っ
て
い
て
、

西
福
寺
と
い
う
お
寺
の
中
で
し
か
聴
け

な
い
音
楽
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

先
生
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
空
間
や

ピ
ッ
チ
に
つ
い
て
、
ま
た
自
分
の
音
楽

を
場
の
調
和
の
中
で
ど
う
表
現
す
る
か

に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

５９
枚
回
収
し
、
９
割
以
上
の
方
か
ら
好

意
的
な
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
好
き
な
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
を
尋
ね

る
問
い
に
は〝
邦
楽
〞
と
か
〝
演
歌
〞

が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
尺
八
は
、
年

配
の
方
が
愛
聴
さ
れ
て
い
る
音
楽
と
通

じ
る
も
の
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
す
京
谷
さ
ん
。
半
年
が
か
り
で
仲

間
と
実
現
さ
せ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。�

　
Ｆ
Ｄ
推
進
室
か
ら
「
特
色
あ
る
授
業
」

（
教
養
教
育
部
会
）
と
し
て
、
ダ
ン
ス

Ⅰ
・
Ⅱ
を
紹
介
し
ま
す
。
ダ
ン
ス
Ⅰ
・

Ⅱ
は
、
古
典
舞
踊
を
通
じ
て
豊
か
な
表

現
力
を
育
て
る
授
業
で
、
担
当
は
舞
踊

家
、
振
付
師
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
す

る
林
規
子
講
師
。
１２
月
１６
日
に
は
Ｃ
号

館
４
０
１
教
室
で
発
表
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
発
表
会
は
、
貴
族
の
舞
踏
会
風

に
ス
タ
ー
ト
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
上
田
啓

子
講
師
、
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ

の
大
内
美
奈
子
さ

ん
の
演
奏
を
バ
ッ

ク
に
、
１１
人
の
受

講
生
た
ち
が
ド
レ
ス
姿
で
登
場
し
、
ク

ー
ラ
ン
ト
、
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
、
ア
ル
マ
ン

ド
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
な
ど
優
雅
な
ス
テ
ッ

プ
で
、
バ
ロ
ッ
ク
、
ロ
コ
コ
時
代
の
宮

廷
舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
舞
踊
を
研
究
す

る
林
講
師
は
「
音
楽
を
勉

強
す
る
上
で
、
バ
ロ
ッ
ク

時
代
の
舞
曲
の
リ
ズ
ム
を
、

体
で
感
じ
て
演
奏
す
る
の

は
大
切
で
す
。
バ
ロ
ッ
ク

ダ
ン
ス
を
通
じ
て
そ
の
感

覚
を
磨
き
、
ぜ
ひ
演
奏
に

生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
ま
し
た
。�

西
福
寺
で
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト�

場
と
調
和
す
る
音
楽
を
体
験�

宮廷衣装で優雅にバロックダンス�
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「
冒
険
的
な
日
本
」
　
　
寄
稿
�

本
学
の
姿 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に�

「
出
会
い
」
そ
れ
自
体
が
大
事
�

第５２回大学定期演奏会�
に出演したマルティンさん�教授陣・施設�

充実ぶり一目�

帰国前に�

　
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・

リ
ス
ト
音
楽
大
学
か
ら
の
交
換
留
学
生
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
カ

ー
ゲ
ル
さ
ん
は
約
６
カ
月
の
学
習
を
終

え
、
２
月
１４
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。�

　
マ
ル
テ
ィ
ン
さ
ん
は
９
月
９
日
に
来

日
。
箕
面
市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
に
寄
宿
し
な
が
ら
専
攻
の
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
を
中
心
に
、
邦
楽
の
尺
八
、
箏
、
三

絃
、
胡
弓
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
実
技

を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
帰
国
を
前
に

「
日
本
語
で
自
分
の
思
い
を
綴
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
、
広
報
誌
編
集
室
に
「
冒

険
的
な
日
本
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

注
＝
用
字
用
語
の
使
い
方
が
明
ら
か

に
間
違
っ
て
い
た
個
所
は
広
報
誌
編

集
室
で
直
し
ま
し
た�

　
間
も
な
く
日
本
で
の
６
カ
月
の
滞
在

が
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
国
の
準
備
に
入

り
ま
す
。
今
年
の
後
期
は
あ
っ
と
い
う

間
に
経
ち
ま
し
た
。�

　
大
阪
の
生
活
で
私
は
と
て
も
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
期
を
過
ご
し
、
い
ろ

ん
な
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日
本
は

私
に
と
っ
て
と
て
も
違
う
世
界
で
す
。�

　
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
を
見
聞
し
た

お
か
げ
で
私
自
身
の
音
楽
性
が
多
様
な

影
響
を
受
け
、
大
き
く
成
長
し
た
と
思

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
日
常
生
活
は
日
本

の
日
常
生
活
と
大
き
く
違
い
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
学
生
生
活
の
中
で
日
本

人
の
生
活
態
度
や
考
え
方
、
そ
れ
に
社

会
構
造
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。�

　
日
本
人
の
目
か
ら
見
た
ら
、
ど
ん
な

に
か
私
は
い
ろ
い
ろ
な
事
で
間
違
い
を

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
文
化
交
流
と
い
う
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
人

ひ
と
り
の
人
間
と
の
出
会
い
の
中
で
お

互
い
に
い
ろ
い
ろ
と
学
び
合
う
と
い
う

意
味
で
す
。 �

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
と
の
接

触
で
私
が
気
づ
い
た
こ
と
は
、
文
化
が

相
互
に
出
合
う
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
は

人
間
が
出
会
う
と
こ
ろ
で
は
、
文
化
的

相
違
は
価
値
を
持
た
ず
、
人
間
そ
れ
自

体
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
個
人
の
成
長
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、

そ
の
こ
と
は
大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
り

ま
し
た
。�

　
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
で
も
っ
と
交
流

し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
語
の
言
葉
不
足
が
理
由

で
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

私
は
大
阪
音
楽
大
学
で
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
日

本
と
ド
イ
ツ
の
交
流
が
さ
ら
に
発
展
す

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。�

（�

）�
　
大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介
す
る
﹇SU

G
O
IZ
O
 

大

阪
音
大
。﹈
が
出
来
ま
し
た
。
２
５
０

０
枚
を
製
作
し
、
０９
年
１２
月
２３
日
に
開

い
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
来
学
し

た
学
生
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
も
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
高
校
訪
問
の
Ｐ

Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。�

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
本
編
と
特
典
１
＝
ス
ペ
シ

ャ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▽
同
２
＝
ス
ペ

シ
ャ
ル
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
映
像
▽
同
３
＝
校
歌

と
い
う
構
成
。
石
橋
栄
実
助
教
と
田
丸

葵
さ
ん
（
０９
年
大
専
修
・
声
楽
）
が
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

や
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
、
音
楽
博
物
館

を
紹
介
。
練
習
室
な
ど
施
設
は
学
生
が

案
内
し
て
い
ま
す
。�

　
教
授
陣
で
は
丸
谷
明
夫
・
特
任
教
授

（
吹
奏
楽
指
導
法
）、
青
柳
い
づ
み
こ

教
授
（
ピ
ア
ノ
）、
仲
道
郁
代
特
任
教

授
（
同
）、
小
田
野
宏
之
特
任
教
授
（
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
）
が
本
学
の
充
実
ぶ
り
を

説
明
。
卒
業
生
の
兵
庫
県
立
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
の
井
田
朝
子
さ
ん
（
０１
年
大

学
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
や
朝
日
放
送
の

「
お
は
よ
う
朝
日
土
曜
日
で
す
」
の
エ

レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
、
伊
藤
加
奈
子
さ
ん

（
０５
年
短
大
・
電
子
オ
ル
ガ
ン
）
ら
も

登
場
し
、
石
橋
助
教
と
中
村
孝
義
理
事

長
・
学
長
が
対
談
し
て
い
ま
す
。�

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

田
中
由
也
准
教
授
の
司
会
で
バ
リ
ト
ン

の
晴
雅
彦
さ
ん
（
４
月
か
ら
准
教
授
就

任
）
と
雅
楽
の
芳
村
（
現
久
次
米
）
一

也
さ
ん
が
対
談
。
世
界
的
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
の
日
野
皓
正
教
授
、
ピ
ア
ノ
＆
ヴ

ォ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「B

IG
B
E
L
L

」

の
鈴
木
貴
雄
さ
ん
（
９７
年
大
専
修
・
声

楽
）
と
西
原
大
介
さ
ん
（
同
大
卒
・
同
）

が
出
演
し
て
い
ま
す
。�
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大�学�部�

　冨田さん「合唱との演奏はめったにない経験で、作品に
合うオルガンの音色を僕なりに工夫して決めました。冒頭の
神秘的な和声が好きです」�
　里井教授「プーランクはフランス語が初めてという学生も
多く、発音が大変でしたが勉強になったでしょう。本番はい
い形で迎えられました」�
　本山教授「１年生はメッセージ性があり、ポップスを取り入
れた作品を選びましたが、みな自分の言葉で気持ちを添えて
歌ってくれました」�

ヨーロッパのクラシックとアメリカのジャズを融合さ
せたテレビやＣＭでもおなじみの曲をかっこよく
アレンジしました。�
　森本友紀講師がこの日のために書き上げた
オリジナル｢Contour｣に挑戦したのは浦田友実
さんら６人。楽器の特性を生かしながら地図の
等高線のように一つの線につながっていく、とい
う森本講師のねらい通り、息の合った演奏を披
露してくれました。�

　
今
年
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス･

コ
ン
サ
ー
ト
は
会
場
を
サ
ン
ケ

イ
ホ
ー
ル
ブ
リ
ー
ゼ
に
移
し
、

１
月
２９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
は
２
年
生
中
心
で

し
た
が
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
、

１
年
生
、
専
攻
科
、
卒
業
生
、

韓
国
か
ら
の
留
学
生
も
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
。
６０
年
代
の
楽
曲
で

現
在
も
高
い
人
気
を
保
っ
て
い

る
「C

lose to you

」
、
７０
年
代

に
一
世
を
風
靡
し
たC

arole 
K
ing

の
代
表
曲
で
今
も
世
界

中
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
「y

ou ,v
e 
g
ot 
a 
frien

d

」、

全
世
界
で
１
億
４
０
０
万
枚
の
セ
ー
ル
ス
を
記
録
し
た
「T

hriller

」

な
ど
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
名
曲
か
ら
最
新
の
ヒ
ッ
ト
曲
ま

で
２４
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
圧
巻
は
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
。

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
と
貧
困
撲
滅
の
た
め
に
作
ら
れ
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
「W
e are the w

orld

」、
全
人
類
の
救

い
を
求
め
る
祈
り
の
歌
と
し
て
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
「T

he 
P
ray
er

」
な
ど
１２
曲
を
演
奏
、
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
つ

に
な
り
、
早
過
ぎ
た
彼
の
死
を
悼
み
ま
し
た
。�

�

ポピュラーコース・コンサート�

ライヴ2010

オルガン　歌に厚みを�

ガン・コース�
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短�期�大

　大阪音楽大学・同短期大学部２００９年度合唱演奏会が１
月１６日、ザ・カレッジ・オペラハウスで開かれました。合唱の授
業を受講する学生たちが、里井宏次教授の指揮で、木下牧
子の「ファンタジア」、Ｆ.プーランクの「小さな声」、本山秀毅教
授の指揮で、松下耕の「この星の上で」、木下牧子の混声合
唱とパイプオルガンのための「光はここに」などを演奏しました。
今年は初めてオルガン専攻の冨田一樹さん（大３）がオルガ
ンの伴奏をつとめ、ダイナミックな演奏と多彩な音色が、混声
合唱の力強く、陰影に富む表現を一段と引き立たせました。�

　大阪音楽大学短期大学部電子オルガン・コー
スの「フライング・ライヴ２０１０」が１月１０日、ザ・カ
レッジ・オペラハウスで行われました。学生１７組
３８人がクラシックからジャズ、ポピュラーまで幅広
いジャンルの曲を編曲、披露しました。�
　Ｇ.ヴェルディの歌劇「運命の力」を演奏した
牛尾奈津美さんは、人間の持つ愛情と憎悪、幸
福と悲哀という波乱に富んだ序曲をリアルに表現。�
　亀井知佳子さん、中嶋真子さん、福永優子さ
んの３人はＧ.ガーシュインの「Rhapsody in Blue」。

　
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
の
「
第
１８
回
定
期
演
奏
会
」

は
１２
月
１９
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
第
１
部
は
ｐ
・
Ｉ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
組
曲
「
く

る
み
割
り
人
形
」
作
品
７１
ａ
（
ピ
ア
ノ
４
台
１６
手
版
、
指

揮
・
加
藤
完
二
講
師
、
下
浦
里
佳
さ
ん
＝
短
２
＝
ら
ピ
ア

ノ
選
抜
学
生
８
人
出
演
）
と
Ａ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
グ

ロ
ー
リ
ア 

ニ
長
調
ＲＶ
５
８
９
」
よ
り
（
女
声
合
唱
版
＝
指

揮
・
里
井
宏
次
教
授
、
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
合
唱

団
）。
く
る
み
割
り
人
形
を
４
台
の
ピ
ア
ノ
、
８
人
１６
手
の

た
め
に
編
曲
し
た
松
本
昌
敏
准
教
授
は
「
原
曲
の
持
つ
多

彩
な
響
き
の
魅
力
を
最
大
限
に

生
か
し
な
が
ら
ピ
ア
ノ
と
い
う

言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
苦
心

し
た
」。�

　
第
２
部
は
総
勢
８５
人
の
同
短

期
大
学
部
吹
奏
楽
団
（
指
揮
・

小
野
川
昭
博
講
師
）
が
Ｒ
・
ガ

ラ
ン
テ
の
「
レ
イ
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・

サ
ン
」
、
保
科
洋
の
「
風
紋
」
、

真
島
俊
夫
の
「
三
つ
の
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

第18回定期演奏会�

フライング・ラ

2009年度合唱演奏会�

電子オルガ
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海
外
で
の
音
楽
教
育
を
勉
強
し
よ
う

と
中
国
・
上
海
で
中
国
音
楽
を
学
び
、

現
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
音
楽
教
室
を

自
力
で
開
設
し
、
日
本
人
の
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
い
る
奥

村
透
さ
ん
（
０１
年
大
卒
・
ピ
ア
ノ
）。

「
夢
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
音
楽
教
室

を
開
く
こ
と
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
学
卒
業
後
、
ピ
ア
ノ
教
室
で
ハ
イ

ク
ラ
ス
の
生
徒
を
指
導
し
ま
し
た
が
、

常
識
を
知
ら
な
い
親
や
子
ど
も
が
多
す

ぎ
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、「
海

外
で
の
音
楽
教
育
を
学
ぼ
う
」
と
、
０３

年
に
上
海
行
き
を
決
め
ま
し
た
。
が
、

空
港
で
英
語
が
全
く
通
じ
ず
立
ち
往
生
。�

�

上
海
で
は
中
国
音
楽
を
勉
強�

　
こ
の
た
め
、
毎
朝
、
中
国
語
の
家
庭

教
師
に
自
宅
へ
来
て
も
ら
い
特
訓
の
日
々

を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
海
音
楽
学

院
の
教
授
に
中
国
音
楽
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
一
方
で
日
本
人
駐
在
員
や
日

本
人
学
校
、
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

っ
て
い
る
子
ど
も
を
含
む
４
歳
か
ら
音

大
卒
業
生
ら
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
ま
し
た
。�

落
ち
着
き

が
な
か
っ

た
り
、
い

す
に
座
っ

て
い
る
の

が
苦
手
だ

っ
た
り
す

る
子
ど
も

た
ち
も
い

ま
し
た
が
、

納
得
さ
せ

る
、
話
を

き
い
て
あ
げ
る
と
い
っ
た
行
動
を
と
れ

ば
講
師
に
つ
い
て
く
る
こ
と
を
逆
に
学

び
ま
し
た
。
親
は
親
で
自
分
の
要
求
ば

か
り
し
た
り
、
子
ど
も
の
レ
ベ
ル
以
上

の
曲
を
勉
強
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た

無
理
難
題
を
出
し
た
り
す
る
人
も
い
ま

し
た
。「
そ
の
時
に
、
ち
ゃ
ん
と
説
明

で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
『
講
師
の

力
』
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
」�

�

タ
ク
シ
ー
で
出
張
レ
ッ
ス
ン�

　
上
海
に
は
３
年
半
滞
在
し
ま
し
た
が
、

知
人
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
人
の

ピ
ア
ノ
講
師
が
不
足
し
て
い
る
、
と
聞

き
０７
年
８
月
に
渡
航
し
、
早
速
「O

 

SE
O
N
 M
usic School P

T
E
 L
T
D

」

と
い
う
音
楽
教
室
を
設
立
し
ま
し
た
。�

　
講
師
は
奥
村
さ
ん
を
含
め
現
在
、
４

人
の
日
本
人
が
約
１
６
０
人
の
生
徒
ら

を
指
導
。
現
地
で
は
出
張
レ
ッ
ス
ン
が

普
通
な
の
で
、
タ
ク
シ
ー
で
毎
回
移
動

し
て
い
ま
す
。
真
面
目
に
ピ
ア
ノ
指
導

を
受
け
る
生
徒
が
多
く
、
音
楽
高
校
や

音
楽
大
学
受
験
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
芸

術
学
校
に
入
る
た
め
に
指
導
を
受
け
る

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
、
年
１

回
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
発
表
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

奥
村
さ
ん
は
「
優
し
い
か
ら
良
い
先
生

と
思
う
親
が
い
る
半
面
、
厳
し
く
指
導

し
て
く
れ
る
か
ら
良
い
先
生
と
思
う
親

が
い
る
な
ど
様
々
で
す
が
、
私
は
生
徒

だ
け
で
な
く
、
親
た
ち
の
指
導
も
徹
底

す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」。�

�

優
し
い
人
々 

き
れ
い
な
道
路�

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
常
夏
で
、
人
々
は

と
て
も
優
し
く
、
ど
の
道
も
き
れ
い
な

の
が
特
徴
。
抜
き
打
ち
の
検
査
が
あ
り
、

急
に
家
を
訪
れ
て
水
の
問
題
や
バ
ク
テ

リ
ア
、
蚊
が
出
て
い
な
い
か
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
。
だ
か
ら
こ
そ
「
本
当
に
き

れ
い
な
国
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
生
活
は
２
年
半

に
な
り
ま
す
が
、
日
本
を
離
れ
て
感
じ

る
の
は
「
下
を
向
い
て
歩
く
日
本
人
が

多
い
こ
と
。
明
る
く
、
自
分
の
思
っ
た

こ
と
を
す
ぐ
に
行
動
に
移
す
人
が
少
な

い
よ
う
で
、
音
楽
性
に
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
指
導
者

と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の

考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
理

解
し
て
あ
げ
ら
れ
る
心
の
大
き
さ
が
あ

る
か
ど
う
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。�

　
後
輩
た
ち
に
対
し
て
「
海
外
で
の
生

活
は
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
乗
り
越
え
る
心
が
大
切
で
す
。

自
分
自
身
が
行
動
力
、
指
導
力
、
説
得

力
を
肝
に
銘
じ
て
初
心
を
忘
れ
な
け
れ

ば
海
外
で
の
音
楽
活
動
も
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
音
楽
事
情
も
国
に
よ
っ
て
か

な
り
違
い
ま
す
が
、
す
べ
て
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
出
来
る
心
の
大
き
さ
が
必

要
で
す
。
私
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。�

Br i l l a n t eB r i l l a n t e

シンガポールで�
　　　  音楽教室を開く�

０１年大卒・ピアノ�

　３歳からピアノを始め、高校で
はマーチングバンド部で活動。９８
年に短大（ピアノ）を卒業、９９年
に大学３年へ編入しました。これ
まで西宮市の新人コンサートに出演、
０１年の第３回九州音楽コンクール
では最優秀賞、審査員特別賞を受
賞しました。また、チェリストで
演奏員の森左介さん（００年大卒・
チェロ）とコンビを組んだり、ピ
アノクヮルテットを結成したり。
演奏活動や老人ホーム訪問などの
ボランティアも。�

奥村 透さん�

４
人
で
生
徒
ら
約
１６０
人
指
導�

Br i l l a n t eB r i l l a n t eB r i l l a n t eB r i l l a n t e
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フ
ラ
ン
ス
革
命
が
終
わ
っ
た
１８
世
紀

末
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ロ
マ
ン
主

義
と
い
う
言
葉
が
人
々
の
間
で
強
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

文
学
の
世
界
で
は
、
古
典
へ
の
対
抗
意

識
か
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
が

若
い
作
家
の
間
で
流
行
し
ま
し
た
。
革

命
後
、
先
行
き
の
見
え
な
い
不
安
に
か

ら
れ
た
若
い
人
た
ち
の
「
自
分
探
し
」

が
、
夢
と
空
想
を

広
げ
る
ロ
マ
ン
主

義
と
結
び
つ
い
た

ん
で
し
ょ
う
。
ゲ

ー
テ
の
「
若
き
ウ

ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」

（
１
７
７
４
年
）

に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
若
者
を
主

人
公
に
し
た
物
語

が
で
て
き
ま
す
。

日
記
や
手
紙
の
形

式
で
、
心
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る
独
白

調
の
文
体
が
こ
の
時
代
に
流
行
り
ま
し

た
。�

　
文
学
よ
り
も
少
し
遅
れ
、
１９
世
紀
に

な
る
と
音
楽
の
世
界
に
も
ロ
マ
ン
主
義

の
波
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
や

リ
ス
ト
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
１
８
３
０
年

ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
文
学
の
中
の
ロ
マ

ン
主
義
に
共
感
し
た
若
い
音
楽
家
た
ち

は
、
リ
ス
ト
の
「
愛
の
夢
」
の
よ
う
に

う
っ
と
り
さ
せ
る
、
向
こ
う
の
世
界
に

思
い
を
馳
せ
る
よ
う
な
新
し
い
曲
作
り

に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。�

　
ピ
ア
ノ
は
１８
世
紀
に
、
本
を
読
む
よ

う
に
、
自
分
で
楽
譜
を
読
み
な
が
ら
弾

く
「
個
人
用
」
の
楽
器
と
し
て
普
及
し

ま
し
た
。
楽
器
と
対
話
を
す
る
。
自
分

自
身
と
自
問
自
答
し
て
い
る
よ
う
で
も

あ
り
、
自
問
自
答
し
て
い
る
う
ち
に
頭

の
中
に
楽
園
が
広
が
る
。
独
白
調
の
ロ

マ
ン
主
義
に
、
ピ
ア
ノ
は
ぴ
っ
た
り
で

し
た
。
し
か
も
、
音
の
響
き
が
ほ
の
か

に
残
る
ピ
ア
ノ
は
人
々
を
夢
の
世
界
へ

い
ざ
な
う
の
に
最
適
で
し
た
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
こ
ろ
、
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
と
呼
ば
れ
る
企
業
家
や
知
識
人

が
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
彼
ら

に
と
っ
て
、
芸
術
は
優
雅
で
贅
沢
な
生

活
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。
彼
ら
は
貴
族

が
や
っ
て
い
た
よ
う
に
、
大
邸
宅
の
大

広
間
（
サ
ロ
ン
）
で
夜
会
を
催
し
ま
す
。

社
交
界
の
誕
生
で
す
。�

　
社
交
界
に
は
成
金
趣
味
で
は
な
く
、

洗
練
さ
れ
た
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

音
楽
の
道
へ
進
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
女
性
た
ち
が
切
り
盛
り
す
る
、
本
格

的
な
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
と
い
っ

た
人
た
ち
も
ま
た
、
社
交
界
の
支
持
を

得
て
ス
タ
ー
の
座
に
登
り
つ
め
た
の
で

す
。�

（
９
月
１８
日 

Ｆ
号
館
２
１
５
教
室
）�

　
卒
業
後
、
自
宅
で
音
楽
教
室
を
開
き

た
い
、
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
、
取
っ
て
置
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
教

え
し
ま
す
。�

　
《
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
成
長
》�

　
ま
ず
、
ピ
ア
ノ
の
先

生
は
人
柄
、
個
性
、
努

力
、
工
夫
が
即
、
仕
事

の
質
、
量
に
反
映
さ
れ
、

こ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
、

得
意
な
こ
と
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
、

達
成
感
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ん
で
す
か
ら
。

気
力
と
情
熱
さ
え
あ
れ

ば
年
齢
、
体
力
に
関
係
な
く
い
つ
ま
で

も
続
け
ら
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。�

　
《
強
い
意
思
・
柔
軟
な
頭
必
要
》�

　
ホ
ー
ム
・
レ
ッ
ス
ン
に
は
資
格
や
許

可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
意
思
と

や
わ
ら
か
い
頭
が
あ
れ
ば
誰
で
も
教
室

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
生
は
社

長
で
あ
り
営
業
マ
ン
。
独
立
事
業
主
な

の
で
、
自
分
が
自
分
を
売
り
込
ま
な
い

と
成
功
し
ま
せ
ん
。
生
徒
の
数
は
２０
人

を
目
標
に
し
て
く
だ
さ
い
。
２０
人
教
え

て
い
る
と
業
界
内
で
胸
を
張
っ
て
い
い

し
、
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
ま
す
。�

　
《
月
謝
は
大
手
よ
り
も
低
め
に
》�

　
生
徒
の
母
親
は
音
楽
教
室
を
何
軒
も

回
っ
て
教
室
の
品
定
め
を
し
ま
す
。
決

め
手
に
な
る
の
は
先
生
の
人
柄
と
レ
ッ

ス
ン
室
の
雰
囲
気
で
す
。
月
謝
は
地
域

の
相
場
を
見
て
決
め
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。
大
手
よ
り
も
少
し
下
目
に
。
安
す

ぎ
て
も
生
徒
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
に
達
成
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
持
た
せ
る
た
め
に
発
表
の
場
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。
生
徒
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
も
発
表
会
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。�

　
《
楽
器
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
》�

　
河
合
や
ヤ
マ
ハ
な
ど
の
大
手
楽

器
店
に
は
レ
ッ
ス
ン
室
、
シ
ス
テ

ム
、
ス
タ
ッ
フ
発
表
会
な
ど
、
す

べ
て
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
教

室
を
開
く
前
に
、
こ
う
し
た
組
織

に
身
を
置
く
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
。
い
ろ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
て

将
来
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人

脈
づ
く
り
に
も
役
立
ち
、
利
用
し
な
い

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
大

手
の
グ
レ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
を
お
薦
め

し
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
は
若
い
。
好
き
な
音
楽
を
生

涯
の
仕
事
に
で
き
る
大
事
な
と
こ
ろ
に

い
ま
す
。
音
楽
教
室
を
志
し
て
い
る
方

は
、
明
日
と
い
わ
ず
、
き
ょ
う
か
ら
そ

の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
く
だ
さ
い
。�

ピアノの先生 独立事業主�

音楽教室のｈｏｗ‐ｔｏ教えます�

講師 川口 伸氏�
（ワタナベ楽器店技術部長）�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑧�

Br i l l a n t e

空
想
広
げ
る
ロ
マ
ン
主
義�

進
路
支
援
セ
ミ
ナ
ー�

Br i l l a n t e
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日
本
一
忙
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト�

　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
研
究
家
で
知
ら
れ

る
青
柳
教
授
の
本
業
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
。

本
学
教
授
と
し
て
学
生
を
指
導
す
る
傍

ら
、
リ
サ
イ
タ
ル
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

講
演
、
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
、
音
楽
家
と

し
て
の
仕
事
だ
け
を
見
て
も
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ぎ
っ
し
り
。
０９
年
か
ら
は
青
山

学
院
大
学
の
仏
文
科
の
講
師
も
勤
め
、

日
本
一
忙
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。�

 

「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
年
１
回
の
ペ

ー
ス
。
そ
れ
に
、
理
事
を
つ
と
め
る
日

本
シ
ョ
パ
ン
協
会
や
ピ
ア
ノ
教
育
団
体
、

全
国
の
音
大
な
ど
で
の
講
演
、
最
近
は

Ｂ
Ｓ
や
民
放
の
テ
レ
ビ
出
演
依
頼
も
増

え
ま
し
た
。
結
構
忙
し
い
で
す
ね
」�

　
著
書
２２
冊 

４
つ
目
の
「
勲
章
」�

　
青
柳
教
授
の
も
う
一
つ
の
「
顔
」
と

い
え
ば
文
筆
家
。
９０
年
に
「
ハ
カ
セ
記

念
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
作
家
デ
ビ
ュ

ー
。
こ
れ
ま
で
に
吉
田
秀
和
賞
な
ど
３

つ
の
文
学
賞
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

０９
年
７
月
に
は
「
六
本
指
の
ゴ
ル
ト
ベ

ル
ク
」
で
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
を
受
賞
、

文
筆
家
と
し
て
の
「
勲
章
」
が
ま
た
一

つ
増
え
ま
し
た
。�

　
青
柳
教
授
が
こ
れ
ま
で
に
出
し
た
著

書
は
単
行
本
１５
冊
、
文
庫
本
を
入
れ
る

と
２２
冊
に
な
り
ま
す
。
０８
年
２
月
に
出

た
「
ボ
ク
た
ち
ク
ラ
シ
ッ
ク
つ
な
が
り
」

は
版
を
重
ね
２
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
。�

 

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
余
り
関
心
の
な
い

人
に
と
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
え
ば
中

村
紘
子
さ
ん
と
フ
ジ
子･

へ
ミ
ン
グ
さ

ん
。
専
門
家
筋
で
は
有
名
な
方
で
も
全

然
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
あ
の
本
で
は
た
く

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
家
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
こ
と
も
一
般

の
人
に
わ
か
る
よ
う
に
書
き
ま
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
て
は
、
音
楽
は
発
展
し
ま
せ
ん
」�

　
消
え
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
棚�

　
０９
年
に
は
レ
ッ
ス
ン
譜
入
り
の
「
指

先
か
ら
感
じ
る
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
」（
春

秋
社
）、
今
年
１
月
に
は
６
人
の
有
名

ピ
ア
ニ
ス
ト
を
取
り
上
げ
た
「
ピ
ア
ニ

ス
ト
が
見
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
」（
中
公
文
庫
）

が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。�

 

「
演
奏
と
文
筆
の
割
合
は
社
会
的
な

需
要
に
比
例
し
て
い
ま
す
。
出
版
不
況

と
い
っ
て
も
ま
だ
本
屋
さ
ん
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
レ
コ
ー
ド
店
は
減
り
、

ど
ん
ど
ん
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
棚
が
消
え
て

い
ま
す
。
印
税
だ
っ
て
、
本
は
１０�
　
な

の
に
Ｃ
Ｄ
は
０･

３
　
。
ど
う
し
て
も

本
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
る
こ
と
に
」�

　
超
人
的
な
日
々
が
何
日
間
も�

　
青
柳
教
授
の
仕
事
場
は
大
正
時
代
に

建
て
ら
れ
た
邸
宅
に
あ
り
ま
す
。
執
筆

の
た
め
の
書
斎
は
、
か
つ
て
祖
父
と
交

流
が
あ
っ
た
井
伏
鱒
二
や
太
宰
治
ら
の

文
豪
が
行
き
来
し
た
「
文
芸
サ
ロ
ン
」
。�

 

「
書
斎
と
ピ
ア
ノ
室
は
廊
下
を
挟
ん

で
１３
歩
。
演
奏
と
執
筆
を
同
時
進
行
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

執
筆
に
詰
ま
る
と
廊
下
を
走
っ
て
ピ
ア

ノ
室
に
向
か
い
、
練
習
に
疲
れ
る
と
、

ま
た
廊
下
を
走
っ
て
書
斎
に
戻
り
、
何

時
間
も
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
釘
付
け
。
こ

ん
な
綱
渡
り
の
日
々
が
続
き
ま
す
。
演

奏
会
の
翌
日
な
ど
は
な
か
な
か
頭
が
切

り
替
わ
ら
ず
、
言
葉
が
出
て
こ
な
く
て
」�

　
単
行
本
の
場
合
な
ら
原
稿
は
４
百
字

詰
め
原
稿
用
紙
で
５
、
６
０
０
枚
。
ゲ

ラ
が
上
が
れ
ば
今
後
は
校
正
。�

 

「
そ
の
校
正
が
ま
た
厄
介
。
私
は
赤

（
直
し
）が
多
い
の
で
編
集
者
泣
か
せ
。

『
赤
字
大
魔
王
』
と
い
う
あ
り
が
た
い

名
前
を
頂
い
て
い
ま
す（
笑
）」
。�

　
磨
き
か
か
る
演
奏
生
活
３０
年�

　
今
年
は
演
奏
生
活
３０
周
年
。
青
柳
教

授
に
と
っ
て
は
記
念
す
べ
き
年
に
当
た

り
ま
す
。
東
京
は
じ
め
各
地
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
く
ほ
か
、
単
行
本
３
冊
、
文

庫
本
３
冊
、
Ｃ
Ｄ
１
枚
を
出
す
こ
と
が

す
で
に
決
ま
っ
て
お
り
、
「
二
刀
流
」

の
達
人
、
ま
す
ま
す
健
在
で
す
。�

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
文
筆
家
の
肩
書
き
を
持
つ
青
柳
い
づ
み
こ
教
授
と

い
え
ば
「
二
刀
流
」
を
見
事
に
使
い
こ
な
す
数
少
な
い
「
達
人
」
の
一

人
。
０９
年
に
は
著
書
「
六
本
指
の
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
」
で
４
つ
目
の
文
学

賞
「
第
２５
回
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
偉
才
ぶ
り
は

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
青
柳
教
授
の
足
跡
を
た
ど
り
な

が
ら
、
「
達
人
」
の
素
顔
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。�

ＣＤ・演奏会・文学賞受賞�
�
�

青
柳
教
授
は
「
二
刀
流
の
達
人
」�

ピアニスト・文筆家�
�

青柳教授のプロフィル�
学術博士でドビュッシー研究の第
一人者。リリースしたＣＤ８枚の
うち「天使のピアノ」など７枚が「レ
コード芸術」誌の特選盤に。著書「翼
のはえた指評伝安川加壽子」で第９
回吉田秀和賞、ミュージック・ペ
ンクラブ賞、祖父をテーマにした「青
柳瑞穂の生涯」で第４９回日本エッ
セイスト・クラブ賞を受賞。�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�
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■第２４回才能ある若い音楽家のた
めの国際コンクール ピアノ部門 １位 
後藤麻衣（０７年大卒･現在ハンガリ
ー国立リスト音楽院２年）＝７月３１日、
イタリアのサン･バルトロメーオ・アル・
マーレ。Rita Romani Arimondo主
催�
■第１４回高槻音楽コンクール 一
般の部 １位・高槻市長賞 川下喬子
（０９年院修・ソプラノ）▽一般の部 ３
位 藤村江李奈（０８年大専修・ソプ
ラノ）＝８月３０日、高槻現代劇場。高
槻市コンサート協会主催�
■第１０回大阪国際音楽コンクール 
ピアノ連弾部門 １位 中尾恵、松尾
美保（９０年大卒・ピアノ）u声楽部
門オペラコースの部 ３位 林佑子（大
３・ソプラノ）＝１０月９・１０日、クリエイト
センターホール。大阪国際音楽振興
会主催�
■第６回北本ピアノコンクール Ｈ部
門大学院生・一般の部 ２位 河合
美知（００年大卒・ピアノ）＝１０月３１日、
北本市文化センターホール。北本ピ
アノコンクール実行委員会主催�
■下八川圭祐記念 第３３回高知音
楽コンクール 管弦打部門 高知音
楽優良賞 杉山恵梨（大３・ヴァイオリ
ン）＝１１月３日、高新ＲＫＣホール。高
知新聞社など主催�
■第９回ノーヴイ国際音楽コンクー
ル ピアノ部門一般の部 ３位 伏見
千紗都（大１・ピアノ）＝１１月２３日、
京都コンサートホール。演奏家教育
推進理事会主催�
■第１３回アマチュア管楽器コンク
ール ソロの部 銀賞 富永達也（大
３・テューバ）＝１１月２９日、親和中学校・
親和女子高等学校ホール。ＫＯＳＭ
Ａ音楽愛好会主催�

　
豊
中
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
二
井

清
治
会
長
が
１
月
１２
日
に
大
阪
音
楽
大

学
を
訪
れ
、
本
学
の
教
育
振
興
資
金
に

５０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
創
立
４０
周
年
を
迎
え
た
同
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
は
０９
年
１０
月
、
ザ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で「
豊
中
子
ど
も
音

楽
祭
」
を
開
催
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
生

ま
で
６
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
、
子
ど
も

た
ち
や
満
席
の
客
席
に「
夢
と
感
動
」を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
寄
付
は
会
場

の
提
供
、
企
画
立
案

に
協
力
し
た
本
学
へ

の
感
謝
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
二
井
会

長
か
ら
中
村
孝
義
理

事
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
、
大
学
側
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
二
井
会

長
は
「
音
楽
祭
は
大
成
功
。
今
後
も
継

続
し
た
い
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」。

こ
れ
に
対
し
て
中
村
理
事
長
は
「
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
。
大
学
と
し
て
は

地
域
の
方
と
連
携
し
て
、
よ
り
す
ば
ら

し
い
も
の
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
協

力
を
約
束
し
ま
し
た
。
教
育
振
興
資
金

は
学
生
の
奨
学
金
や
海
外
留
学
助
成
金

な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。�

　
関
西
オ
ペ
ラ
界
の
華
、
ソ
プ
ラ
ノ
の

石
橋
栄
実
さ
ん
（
助
教
）
が
大
阪
市
の

平
成
２１
年
度
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
創
造
的
な

芸
術
活
動
を
通
し
て
大
阪
文
化

の
振
興
に
貢
献
す
る
若
い
人
材

に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
授
賞
式
は

２
月
１３
日
に
大
阪
市
中
央
公
会

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
石
橋
さ
ん
は
９８
年
に
「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
グ
レ

ー
テ
ル
役
で
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の

後
は
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
新
国

立
劇
場
な
ど
で
数
多
く
の
オ
ペ
ラ
に
出

演
し
て
き
ま
し
た
。�

　
代
表
的
な
舞
台
は｢

フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚｣

（
ス
ザ
ン
ナ
役
）、｢

魔
笛｣

（
パ
ミ

ー
ナ
役
）、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
公
演
し

文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た｢

沈

黙｣
（
オ
ハ
ル
役
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

　
０９
年
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た

｢

イ
ド
メ
ネ
オ｣

の
イ
ー
リ
ア
役
、｢

火

刑
台
上
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク｣

の
ジ

ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
役
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
。
少
し
軽
め
の
歌
声
に
表
現
の

幅
が
広
が
り
、
そ
の
歌
唱
力
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
石
橋
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
だ
け
で

な
く
リ
サ
イ
タ
ル
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
若
手

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
代
表
的
存
在
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
を
中
心
に
、
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
広
げ
、
こ
う
し
た
幅
広
い

活
躍
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

　
石
橋
さ
ん
の
話
　
咲
く
や
こ
の
花
賞

は
、
こ
れ
ま
で
も
西
本
智
実
さ
ん
、

aik
o

さ
ん
、
晴
雅
彦
さ
ん
な
ど
本
学
卒

業
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
と
て

も
注
目
し
て
い
る
賞
で
し
た
。
ま
さ
か

自
分
が
頂
け
る
と
は
。
本
当
に
光
栄
で

す
。�

敬称略�コンクール�

幅
広
い
活
動 

関
西
オ
ペ
ラ
の
華�

石橋栄実さん�

教
育
振
興
資
金
に
５０
万
円
寄
付�

豊
中
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ�
「
咲
く
や 

こ
の
花
賞
」
受
賞�

川
下
喬
子�

後
藤
麻
衣�

藤
村
江
李
奈�

中
尾
恵�

松
尾
美
保�

林
佑
子
�

河
合
美
知
�

杉
山
恵
梨�

伏
見
千
紗
都
�

富
永
達
也
�
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
本
学
で
は
３
月
に
一

般
入
試
Ｂ
日
程
を
実
施
し
ま
す
。
募
集

人
員
は
少
な

い
で
す
が
、

実
技
が
優
秀

で
学
修
意
欲

の
高
い
方
を

募
集
し
ま
す
。

合
格
発
表
か

ら
入
学
手
続

き
ま
で
の
日
程
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
入
試

要
項
で
。�

�

�試

験

日
　
３
月
２３
日
（
火
）
〜
３
月

２４
日
（
水
）�

出
願
期
間
　
３
月
１５
日
（
月
）
〜
３
月

１８
日
（
木
）
郵
送
必
着�

３
月
１９
日
（
金
）
９
時

〜
１３
時
　
窓
口
持
参
の
み�

試
験
科
目
　
専
門
実
技
課
題
と
面
接�

※
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
電
子
オ
ル

ガ
ン
各
コ
ー
ス
は
募
集
し
ま
せ
ん
。�

�

�　
大
阪
音
楽
大
学
へ
進
学
を
希
望
す
る

高
校
２
年
生
以
上
の
方
を
対
象
に
第
５９

回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。�

　
本
学
で
は
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
楽

典
・
鍵
盤
楽
器
の
３
科
目
を
音
楽
基
礎

科
目
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
音
楽
基
礎

科
目
は
、
音
楽
を
専
門
に
学
ん
で
い
く

上
で
必
要
な
音
楽
の
基
礎
能
力
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト

は
、
音
楽
基
礎
科
目
の
学
習
到
達
度
を

調
べ
る
も
の
で
す
。
所
定
の
成
績
を
修

め
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
認
定
と
し
ま

す
。
認
定
を
取
得
し
て
い
る
科
目
は
入

学
試
験
の
際
、
試
験
を
免
除
し
ま
す
。�

実

施

日
　
３
月
２４
日
（
水
）�

申
込
期
間
　
２
月
２４
日
（
水
）
〜
３
月

２
日
（
火
）
郵
送
必
着�

��　
高
校
２
年
生
を
中
心
に
２
６
０
人
が

来
場
し
、
長
野
や
石
川
、
山
口
な
ど
遠

方
か
ら
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
は
、「
同
じ
ピ
ア

ノ
な
の
に
先
生
と
学
生
の
音
色
の
違
い

に
驚
い
た
」
り
、「
先
生
の
指
導
で
ど

ん
ど
ん
上
手
に
変
化
し
て
い
く
様
子
に

気
付
け
た
」
り
と
、
来
場
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
楽
器
に
直
接

触
れ
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
音
楽
博

物
館
の
所
蔵
楽
器
に
よ
る
演
奏
も
好
評

で
し
た
。
推
薦
入
試
で
既
に
合
格
し
た

方
か
ら
こ
れ
か
ら
受
験
し
よ
う
と
す
る

方
ま
で
参
加
さ
れ
た
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
「
知
り
た
い
」
以
上
の
収
穫

を
得
ら
れ
た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す

＝
２０
　
に
関
係
記
事
と
写
真
。�

第
５９
回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト�

１０
年
度
一
般
入
学
試
験
Ｂ
日
程�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
１２
月
２３
日
）�

教
職
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
　
藤
田
隆
教
授�

　
教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
の
た
め

の
教
職
入
門
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
「
音
楽
科
教

員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
的
資
質
」
の
講

義
が
１
月
１５
日
、
Ｂ
号
館
４
０
２
教
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
担
当
は
藤
田
隆
教

授
。
３
月
末
と
４
月
に
大
学
、
短
大
の

教
育
実
習
希
望

者
が
受
け
る
適

性
試
験
「
弾
き

歌
い
」
の
課
題

曲
を
中
心
に
、

子
ど
も
が
歌
い

た
く
な
る
「
弾

き
歌
い
」
の
こ

つ
を
、
実
践
的

に
指
導
し
ま
し
た
。�

　
藤
田
教
授
は
、
「
弾
き
歌
い
」
が
不

得
意
な
た
め
、
教
育
実
習
の
現
場
で
苦

労
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
、
と
最
近

の
傾
向
を
告
げ
、
「
子
ど
も
た
ち
を
引

っ
張
っ
て
い
く
に
は
絶
対
に
必
要
な
能

力
。
効
果
的
な
演
奏
法
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
て
練
習
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
続
い
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し

て
活
躍
し
、
県
立
西
宮
高
校
音
楽
科
非

常
勤
講
師
を
つ
と
め
る
卒
業
生
の
田
中

郷
子
さ
ん
が
、
課
題
曲
か
ら
「
帰
れ
ソ

レ
ン
ト
へ
」「
翼
を
く
だ
さ
い
」「
夏
の

思
い
出
」
を
取
り
上
げ
、
模
範
演
奏
と

レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま
し
た
。「
ま
ず

椅
子
の
高
さ
。
ピ
ア
ノ
に
ち
ょ
う
ど
よ

い
高
さ
は
、
弾
き
歌
い
に
は
ち
ょ
っ
と

低
い
。
視
野
を
広
く
、
声
が
通
る
よ
う

譜
面
台
は
傾
け
て
。
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
、

弦
が
共
鳴
し
て
声
を
響
か
せ
る
の
に
も

と
て
も
助
け
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

使
っ
て
。
無
理
に
オ
ク
タ
ー
ヴ
で
弾
く

よ
り
、
単
音
で
も
音
楽
的
に
。
ラ
レ
ン

タ
ン
ド
や
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
は
思
い
っ
き

り
。
旋
律
よ
り
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
確
実

に
。
声
と
同
じ
音
域
の
ピ
ア
ノ
の
音
は

小
さ
め
に
。
最
後
の
音
は
し
っ
か
り
弾

く
」
と
演
奏
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
、
楽

器
の
扱
い
、
音
の
バ
ラ
ン
ス
、
表
現
法

ま
で
、
説
得
力
の
あ
る
分
析
と
演
奏
に
、

学
生
た
ち
は
熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。�

��

　
１
月
１３
日
に
は
１０
年
度
に
教
育
実
習

を
希
望
す
る
学
生
を
対
象
に
、
教
育
実

習
指
定
都
市
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
藤
本
敦
夫

准
教
授
が
、
実
習

生
に
対
し
て
受
け

入
れ
校
が
足
り
な

い
都
市
、
指
導
案
の
作
成
に
独
自
の
ス

タ
イ
ル
を
貫
く
地
区
、
教
職
へ
の
意
欲

を
確
認
す
る
地
区
、
髪
型
や
服
装
に
厳

し
い
地
区
な
ど
、
特
徴
的
な
地
域
の
実

情
を
説
明
し
、
実
習
に
向
か
う
心
構
え

や
対
応
に
つ
い
て
助
言
し
ま
し
た
。�

子
ど
も
が
歌
い
た
く
な
る
「
弾
き
歌
い
」
と
は
？�

教
育
実
習
指
定
都
市
ガ
イ
ダ
ン
ス�

ペ
ー�

ジ�
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畠山歩美さんの�

ハノイ奮闘記�

新
米
先
生

香
港
に
異
動�

　
私
に
と
っ
て
２
０
０
９
年
は
社
会
人

一
年
目
。
ひ
と
言
で
い
う
と
「
激
動
」

の
一
年
で
し
た
。
毎
日
を
必
死
に
生
き
、

生
き
る
こ
と
の
価
値
や
大

切
さ
を
知
ら
さ
れ
た
年
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

　
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
の
力

を
改
め
て
知
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
す
が
…
。�

　
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
で

は
１
月
７
日
か
ら
３
学
期

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
冬
休
み
の
話
を
聞
く
と
、「
タ
イ
に

行
っ
た
の
」「
バ
リ
島
に
行
っ
て
き
た
」

な
ど
な
ど
。
な
ん
と
優
雅
な
バ
カ
ン
ス

な
こ
と
。
ベ
ト
ナ
ム
に
住
ん
で
い
れ
ば
、

日
本
に
帰
国
す
る
よ
り
タ
イ
や
バ
リ
島

を
旅
行
す
る
方
が
よ
っ
ぽ
ど
安
く
上
が

る
ん
で
す
よ
ね
。
夏
休
み
な
ら
と
も
か

く
、
冬
休
み
に
こ
ん
が
り
日
焼
け
し
た

子
ど
も
た
ち
を
見
る
な
ん
て
、
ち
ょ
っ

と
驚
き
。
教
室
で
は
「
焼
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
挨
拶

が
交
わ
さ
れ
た
り
し
て
。
こ
ん
な
挨
拶
、

初
め
て
聞
き
ま
し
た
。�

♪�

　
世
界
不
況
の
影
響
は
私
た
ち
の
学
校

に
も
じ
わ
じ
わ
と
押
し
寄
せ
、
新
米
先

生
の
私
に
も
異
動
の
辞
令
が
。
日
系
企

業
の
中
に
家
族
連
れ
の
駐
在
員
を
帰
国

さ
せ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
た
た
め
、

生
徒
の
数
は
日
に
日
に
減
少
。
学
校
で

も
先
生
減
ら
し
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。�

　
新
し
い
赴
任
先
は
中
国
の
香
港
日
本

人
学
校
。
た
っ
た
一
年
で
異
動
と
い
う

辛
い
現
実
。
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

新
卒
と
は
い
え
、
か
な
り
の
覚
悟
と
使

命
感
を
持
っ
て
ハ
ノ
イ
に
来
た
の
に
…
。�

　
香
港
日
本
人
学
校
は
小
、
中
学
部
を

合
わ
せ
る
と
１
４
０
０
人
を
超
え
る
大

規
模
校
。
２
２
０
人
程
し
か
い
な
い
ハ

ノ
イ
に
比
べ
る
と
６
倍
も
の
大
き
さ
。

４
月
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
安

や
戸
惑
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、「
香

港
で
も
私
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
」
と
思
う
と
、
勇
気
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
免
疫
が
つ
い
た
の
か
な
。

気
候
、
風
土
の
厳
し
い
ハ
ノ
イ
で
９
カ

月
も
が
ん
ば
っ
た
ん
だ
も
の
。�

　
こ
ん
な
感
じ
で
新
し
い
年
を
迎
え
た

私
で
す
が
ハ
ノ
イ
か
ら
の
お
便
り
も
こ

れ
が
最
後
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�

　ユーロ・ジャズ・ピアノの最高峰、エンリコ・ピエラヌンツ

ィに心酔した西山さん。０５年の横濱ジャズプロムナード・

コンペティションでグランプリを受賞し、一躍表舞台に。　�

　４枚目のアルバム「Parallax」には「ブルズ・アイ」「朝

日のごとくさわやかに」「チェンジング」など１１曲を収録し

ていますが、うち１０曲が西山さんのオリジナルというのも

大きな魅力です。�

　音楽ライター・工藤由美さんは「研ぎ澄まされた感性

に『考える』力を加えたことで生まれる比類なきオリジナ

リティが彼女には備わっている」と評しています。�

　自己トリオを中心に関東、関西などで演奏活動を展開

している西山さん。ジャンルに縛られることのないアグレッ

シブなライヴパフォーマンスは、まさに次世代型女性ピア

ニスト。�

　販売元はEMIミュージックジャパン。２８００円。�

　アメリカ、東南アジア、日本を駆け巡るリントン貴絵（旧姓・

武田）さんがステージネームをRuth（ルース）と改名。新

グループ「World of SPY」のもとで待望のファースト・ア

ルバム（作品はバンド名と同じ）をリリースしました。�

　新しいメンバーはリード・ヴォーカルのリントンさんを軸に、

シンガポールとアメリカ生まれの男性２人。ファースト・アル

バム「World of SPY」はサンフランシスコ、シンガポール

でレコーディング、ニューヨークでミックス、ヨーロッパでマ

スタリングを行うなど、世界を一周して出来上がった作品

です。�

　「Coming Home」「Don’t Go Away」、平城遷都

１３００年応援ソング「恋都」など１０曲を収録。�

　異なる文化、音楽をバックグランドに持つ３人がポップ・

ロックからメロディアスなバラードまで、幅広い音楽をエネ

ルギッシュに聞かせてくれる一作です。昨年、奈良にスタ

ジオを構えたリントンさん。日本での活動が期待されます。�

　発売はスーパースィープ。２１００円。「World of SPY」

のホームページはhttp://worldofspy.net

世界を股に待望の一作�

比類なきオリジナリティ�

｢Parallax｣�
西山 瞳さん�

（００年短大卒・ピアノ）�

C
D
リ
リ
ー
ス
�

C
D
リ
リ
ー
ス
�

｢World of SPY｣�
リントン貴絵さん�

（０３年短卒・ポピュラー・ヴォーカル）�
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北
浦
洋
子
講
師
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

が
０９
年
１１
月
１９
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ソ

フ
ィ
ア
の
国
立
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
国
立
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク 
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演

奏
会
（
本
学
卒
業

生
の
守
山
俊
吾
氏

指
揮
）
に
出
演
、

Ｊ
・
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲 

ニ
短

調 

作
品
７７
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。�

　
今
年
で
２０
回
を

迎
え
る
「
ブ
ル
ガ

リ
ア
に
お
け
る
日
本
の
文
化
月
間
」
は

日
本
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
交
回
復
５０
周
年

に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
。
定
員
１
２

０
０
人
の
国
立
ソ
フ
ィ
ア
・
ホ
ー
ル
は

ほ
ぼ
満
員
。
北
浦
講
師
の
演
奏
に
つ
い

て
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

協
会
会
長
の
Ｐ
・
シ
ョ
ポ
フ
博
士
は
「
彼

女
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
終
了
す
る
と
、

聴
衆
は
何
度
も
マ
エ
ス
ト
ラ
北
浦
を
ス

テ
ー
ジ
に
呼
び
出
し
ま
し
た
。
彼
女
の

演
奏
は
そ
れ
に
値
す
る
も
の
だ
っ
た
」

と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。�

北
浦
講
師 

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
演
奏 

絶
賛�

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
土
井
美
佳
さ

ん
（
０９
年
大
卒
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
が

０９
年
１１
月
７
日
、
兵
庫
県
西
、
北
部
豪

雨
で
被
害
を
受
け
た
佐
用
町
で
催
さ
れ

た
「
災
害
復
興
支
援
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
出
演
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲

や
「
赤
と
ん
ぼ
」「
故
郷
」
な
ど
を
披

露
し
て
住
民
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。�

　
姫
路
市
青
山
校
区
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
人
た
ち
が
水
害
に
遭
っ
た
住
民

ら
を
音
楽
で
癒
そ
う
と
企
画
。
同
校
区

に
住
む
土
井
さ
ん
が
協
力
し
ま
し
た
。

１１
月
２８
日
に
は
、
姫
路
市
に
あ
る
児
童

養
護
施
設
で
土
井
さ
ん
ら
３
人
が
約
７０

人
の
前
で
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
土
井
さ
ん
は
本
学
卒
業
後
、
宗
倫
匡

客
員
教
授
を
頼
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
短
期

留
学
。今
年
も
２
月
か
ら
ロ
ン
ド
ン
行
き

が
決
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、８
月
に
は
神
戸

で
推
薦
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
予
定
で
す
。�

木
村
絹
子
名
誉
教
授
が
死
去 

94
歳�

写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト�

校
史
資
料
提
供
お
願
い�

　
木
村
名
誉
教
授
が
大
阪
市
東
区
味
原

町
（
現
天
王
寺
区
味
原
本
町
）
の
大
阪

音
楽
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
の
写

真
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
昭
和
９
年
ご

ろ
、
学
校
の
控
室
で
、
前
か
ら
３
列
目

左
か
ら
２
人
目
が
木
村
名
誉
教
授
で
す
。

所
持
し
て
い
た
の
は
大
阪
市
阿
倍
野
区

西
田
辺
町
在
住
で
、
現
在
９３
歳
の
近
藤

ヤ
エ
さ
ん
＝
前
か
ら
２
列
目
右
か
ら
２

人
目
＝
で
す
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
は
２
０
１
５
年
に
創

立
１
０
０
年
を
迎
え
る
の
に
あ
た
り
、

校
史
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
昔
の
写

真
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
史
料
な
ど
を

お
持
ち
の
方
は
本

学
広
報
誌
編
集
室

に
連
絡
く
だ
さ
い
。�

電
　
話
０
６
‐
６

３
３
４
‐
２
９
０

４�Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
‐
６

３
３
４
‐
２
１
４

１�

Ｅ
メ
ー
ル
　m

use@
daion.ac.jp

　
木
村
絹
子
名
誉
教
授
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
０９
年
１２
月
７
日
、
老
衰
の
た
め
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
９４
歳
で

し
た
。
告
別
式
は
８
日
、

兵
庫
県
西
宮
市
内
で
営

ま
れ
、
本
学
で
の
教
え

子
ら
が
参
列
し
ま
し
た
。�

　
木
村
名
誉
教
授
は
１
９
３
８
年
（
昭

和
１３
年
）
に
大
阪
音
楽
学
校
講
師
（
非

常
勤
）
と
な
り
、
５４
年
（
同
２９
年
）
に

大
阪
音
楽
短
期
大
学
兼
任
講
師
、
６２
年

（
同
３７
年
）
か
ら
大
阪
音
楽
大
学
教
授

を
務
め
、
８４
年
（
同
５９
年
）
に
定
年
退

職
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
音
楽
専
攻
部

会
主
任
や
声
楽
部
会
主
任
、
大
学
教
授

会
の
初
代
議
長
を
務
め
ま
し
た
。�

　
８８
年
（
同
６３
年
）
１１
月
３
日
に
夫
の

故
四
郎
氏
（
元
本
学
理
事
）
と
勳
四
等

瑞
宝
章
を
同
時
受
章
。
総
理
府
賞
勳
局

で
受
章
の
際
、
四
郎
氏
の
付
き
添
い
と

勘
違
い
さ
れ
、「
私
も
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生
む
ほ
ど
、
夫

婦
同
時
の
受
章
は
珍
し
い
と
当
時
、
話

題
に
な
り
ま
し
た
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
本
田
耕
一
教
授
が

豊
中
市
教
育
委
員
に
再
び
任
命
さ
れ
、

０９
年
１２
月
の
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
。「
教
育
文
化

都
市
を
目
指
し
ま
す
」
と
本
田
教
授
。�

本
田
教
授
が
豊
中
市
教
育
委
員
再
任�

豪
雨
被
害
住
民
ら
の
復
興
願
い�

土
井
美
佳
さ
ん
ら
コ
ン
サ
ー
ト�

コンサート後に花束を受け取る�
土井美佳さん�

１月２３日 音楽博物館�



19

vol.210

名
器
と
名
曲 

名
画
と
と
も
に
披
露�

幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
同
窓
会
《
幸
楽
会
》

が
主
催
す
る
第
４３
回
幸
楽
会
コ
ン
サ
ー

ト
が
１
月
１１
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
第
一
部
は
箏
の
　

岡
リ
サ
さ
ん
、
尺
八

の
星
田
一
山
さ
ん
ら

４
人
で
新
春
に
ふ
さ

わ
し
い
「
春
の
海
」

な
ど
の
邦
楽
演
奏
。

第
二
部
は
ピ
ア
ノ
の

矢
崎
真
理
さ
ん
ら
が
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ピ

ア
ノ
四
重
奏
曲
　
第

一
番
」
を
演
奏
し
ま

し
た
。
休
憩
時
間
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

に
人
だ
か
り
が
で
き
、
な
ご
や
か
な
歓

談
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
第
三
部
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
赤
松
由

夏
さ
ん
と
フ
ル
ー
ト
の
待
永
望
さ
ん
が
、

幸
楽
会
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
メ
ン
バ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ソ
プ

ラ
ノ
の
田
邉
織
恵
さ
ん
と
ヨ
ハ
ン
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
の
「
春
の
声
」
な
ど

を
演
奏
し
ま
し

た
。
途
中
、
田

邉
さ
ん
が
鍛
冶
屋
に
変
身
し
た
り
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
全
員
で
校
歌
を

合
唱
し
、
同
窓
生
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。�

幸　楽　会�
大阪音楽大学創立95周年記念�

卒業生限定オープンキャンパス�
４月２５日（日）１０時～１３時　大阪音楽大学�

幸楽会総会�
４月２５日（日）１４時　ミレニアムホール�

�　2010年は母校創立95周年。幸楽会では95周年
記念プロジェクトとして、卒業生限定のオープンキャ
ンパスと総会を一挙開催します。公開レッスンや在
学生がご案内するキャンパスツアーも行いますので、
どうぞ21世紀の母校へおこしください。詳細は３月
中旬発送の幸楽会便りでお知らせいたします。�

　
豊
中
市
立
伝
統
芸
能
館
と
大
阪
音
楽

大
学
音
楽
博
物
館
の
連
携
講
座
・
世
界

の
楽
器
と
音
楽
の
第
２
回
「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
不
思
議
」

は
１
月
２３
日
、

音
楽
博
物
館
で

開
催
。
松
田
淳

一
講
師
（
音
楽

博
物
館
技
術
員
）

が
日
本
人
画
家

の
名
画
と
音
楽

博
物
館
所
蔵
の

名
器
解
説
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
演
奏
し
ま
し
た
。
ピ
ア

ノ
は
松
田
淳
子
さ
ん（
８２
年
大
卒
）。�

　
松
田
講
師
は
弦
楽
器
の
起
源
は
８
世

紀
ご
ろ
に
出
来
た
ラ
バ
ー
ブ
な
ど
で
、

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
試

行
錯
誤
の
末
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ら
し
い

形
に
な
っ
た
の
は
１２
、
１３
世
紀
ご
ろ
だ

と
説
明
。
最
初
に
鹿
子
木
孟
郎
作
「
初

釜
」の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
宮
城
道
雄
の
「
春

の
海
」
を
演
奏
。
こ
の
ほ
か
、
ス

テ
ッ
キ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ス
ト
ロ

ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ま
た
数
千
万

円
と
い
わ
れ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で

名
曲
を
次
々
と
奏
で
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
松
田
講
師
が
「
私
の

調
査
で
は
今
の
と
こ
ろ
音
楽
博
物

館
し
か
見
当
た
ら
な
い
」
と
言
う

Ｇ
・
グ
ア
ル
ネ
ー
リ
作
と
、
世
界

に
３
丁
し
か
な
い
、
と
言
わ
れ
る

Ａ
・
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
ー
リ
作
の
ヴ
ィ

オ
リ
ー
ノ
・
ピ
ッ
コ
ロ
を
紹
介
。
Ａ
・

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
「
ソ
ナ
チ
ネ 

ト
長
調 

作
品
１
０
０
」
の
１
、
２
楽

章
を
グ
ア
ル
ネ
ー
リ
、
３
、
４
章
を
ス

ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
ー
リ
で
披
露
し
ま
し
た
。�

豊中市立伝統芸能館�
音楽博物館連携講座�

ホームカミングデー�

１月２３日 音楽博物館音楽博物館�１月２３日 音楽博物館�

目 華子ピアノリサイタル　ロシア音楽の鼓動�
２月２８日（日）１４時�
神戸芸術センター芸術劇場大ホール　２５００円�
チャイコフスキー：ドゥムカ“ロシアの農村風景”�
1078-855-8088　ユーロピアノ関西ショールーム�

オペラ「魔笛」ハイライト・日本語上演�
３月７日（日）１５時　１０００円�
灘区民ホール（マリーホール）�
小川淳　大岡由佳　北井春花　松尾知佳�
平瀬令子　白石愛子　嶋本晃　伊藤麻希子　ほか�
1078-752-4440　北井�

歌曲の夕べ�
３月１９日（金）１９時　１５００円（高校生以下１０００円）�
京都市呉竹文化ホール　創造活動室�
澤千恵子　原郁子　山取陽子　活田真理�
小林美智　楊美希　加藤由紀�
1090-1228-2059　DKKドイツ歌曲研究会�

デビュー２０周年記念晴雅彦バリトン・リサイタル�
３月２０日（土）１５時　すばるホール�
前売３０００円　当日５００円増�
ゲスト　江原啓之　ピアノ　今岡淑子�
ソプラノ　雑賀美可�
10721-25-0222　すばるホール�
クライネ・クノスペン演奏会�
～３人のピアニストによる饗宴～�
３月２８日（日）１４時　３０００円�
ザ・フェニックスホール�
吉岡紀子　杉田清子　中東愛子�
106-6135-0503　大阪アーティスト協会�

《幸楽会》後援演奏会�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

ピッコロ室内楽サロン　井上麻子×藤井快哉
DUOコンサート�
３月１３日（土）１８時３０分　１５００円�
兵庫県立尼崎青少年創造劇場ピッコロシアター�
ブレル：ソナタ　ほか�
106-6426-1940　ピッコロシアター�

宮下朋樹ピアノリサイタル�
ベートーヴェンピアノソナタ全曲演奏会vol.XI�
３月２０日（土）１４時　３０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
103-3320-1671　カワイ音楽振興会�

杉本明子・原真奈美デュオリサイタル　ｖｏｌ．２�
３月２７日（土）１８時３０分�
大阪市中央公会堂中集会室�
前売２０００円　当日２５００円�
フォーレ：ファンタジー　作品７９　ほか�
1080-3804-4485　デュオペルレ　杉本�

フルートアンサンブルＳＡＫＵＲＡジェンヌ�
第２回定期演奏会�
４月８日（木）１９時　４０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
平岡洋子　石井陽子　上野義子　内宮千尋�
辻真美　大塚祥子　河合佑美　川端裕美�
碩ゆかり　沼本奈緒子　福井恵美　藤澤曜子�
松林靖子　南沢麻由香　山下久美子�
1090-8197-3035　平岡�
まほろば２１世紀創作歌曲の会�
４月２４日（土）１４時３０分�
ミレニアムホール　３０００円�
田中勉　小餅谷哲男　藤原啓子　水谷雅男�
田中紀子　松永昌子�
1090-7553-0503　中澤�

WA-ONコンサート�
４月２９日（木）１３時３０分　３５００円�
ザ・フェニックスホール�
小西潤子　高津綾子　松岡理美　岡倫子�
増渕弥生　安本佳苗　田中良和　吉村英二�
木戸健太　富田敦史　辻川謙次�
1090-9980-5338　松岡�

２台ピアノによる「環」２ｎｄ　コンサート�
５月１５日（土）１４時　２０００円�
堺市立東文化会館メインホール�
安倍美穂　遠藤希予　大山秀子　北村美奈子�
小瀬知子　水頭説子　谷垣純子　前田純子�
10474-92-4714　安倍�

松田昌恵ソプラノリサイタル�
５月１５日（土）１５時　イシハラホール�
一般３５００円　学生２５００円�
山田耕筰と團伊玖磨の歌曲　「幽韻」　ほか�
ピアノ　小坂圭大�
1080-3849-6011　LEGARE　坂本�

マルティヌ弦楽四重奏団＆鳥居知行　末岡智子�
５月２１日（金）１９時　４０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
ブラームス：ピアノ五重奏曲　ヘ短調　ほか�
1046-872-4537　LEGARE
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　付属音楽幼稚園の「第２９回こどものミュージカル」が１２
月５日、豊中市立市民会館大ホールで行われました。�
　今回は米国の児童文学作品「オズの魔法つかい」。脇
山幹士講師が指揮する大阪音楽大学アンサンブルの演奏
で１８６人の園児が「３つの国のおはなし」など２１曲を熱唱。
わが子の晴れ舞台を見ようと詰め掛けたお父さん、お母さ
んらの声援や大きな拍手に応えていました。�

　
地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
１２
月
６

日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
十
中
校
区
地
域
教
育
協

議
会
主
催
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
大
阪

音
楽
大
学
が
音
楽
を
通
し
て
触
れ
合
う
場

と
し
て
続
け
ら
れ
、
今
年
で
９
年
目
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
ガ
ム
ラ
ン
・
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
場
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
第
１
部
は
第
十
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
で
幕
開
け
。
次
い
で
「
日
本

楽
器
の
音
色
を
楽
し
も
う
！
」
と
　
岡
リ

サ
講
師
が
箏
と
歌
、
星
田
一
山
講
師
が
尺

八
で
「
春
の
海
」
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
第
２
部
は
「
庄
内
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
き
た
」。
大
阪
音
楽
大
学
の
在
学

生
、
卒
業
生
ら
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
田
中
郷
子
さ

ん
（
００
年
大
卒
・
声
楽
）
が
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
よ
り
『
あ
る
晴
れ
た
日
に
』
な
ど

を
熱
演
。
最
後
に
童
謡
メ
ド
レ
ー
や
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。�

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
を
控
え
た
１２
月

２３
日
、
大
阪
音
楽
大
学
、
同
短
期
大
学

部
は
冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
催

し
ま
し
た
。
公
開
レ
ッ
ス
ン
や
入
試
相

談
会
、
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ
や
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
講
座
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
み
、
ハ

ン
ド
チ
ャ
イ
ム
や
ア
・
カ
ペ
ラ
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
来
場
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。�

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

地域ふれあいコンサート�

第２９回こどものミュージカル�１２月５日�豊中市民会館�

　
複
管
の
笛
で
コ
ブ
ラ
を
踊
ら

せ
る
大
道
芸
。
し
か
し
蛇
に
は

耳
が
な
い
の
で
音
楽
に
合
わ
せ

て
は
踊
り
ま
せ
ん
。
蛇
つ
か
い

の
動
き
に
反
応
し
て
頭
を
振
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。�

楽器を奏でる人形たち�

イ
ン
ド
の
蛇
つ
か
い
�

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵）�

１２月６日　オペラハウス�
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